
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
在
宅
就
業
支
援
事
業

【
安
心
こ
ど
も
基
金

】
（
H
23

年
度
ま
で
）

１
.事

業
概
要

在
宅
で
子
育
て
等
を
し
な
が
ら
就
業
で
き
る
在
宅
就
業
は
、
子
ど
も
の
養
育
と
生
計
の
維
持
を
一
人
で
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
と
っ
て
効
果
的
な
就
業
形
態
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
安
心
こ
ど
も
基
金
を
活
用
し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
在
宅
就
業
に
つ
い
て
、
「
業
務
の
開
拓
」
「
参
加
者
の
能
力
開

発
」「
業
務
処
理
の
円
滑
な
遂
行
」等
を
一
体
的
に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
（都
道
府
県
及
び
市
）
の
事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、

普
及
促
進
を
図
る
。

な
お
、
本
事
業
の
実
施
期
限
は
平
成
2
3 年
度
末
で
あ
る
が
、
23
年
度
中
に
開
始
さ
れ
た
訓
練
に
つ
い
て
は
、
訓
練
全
般
の
経
費

に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度
末
ま
で
助
成
対
象
と
す
る
。

２
.実

施
状
況

○
国
審
査
分
事
業
（
先
行
実
施
）

約
５
３
億
円

１
５
都
道
府
県
市
で
実
施
中

○
都
道
府
県
審
査
分
事
業
（
全
国
展
開
）
約
１
９
７
億
円

１
３
県
５
市
で
実
施
中
・
予
算
措
置
済
み
又
は
平
成

2
3
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
措
置
予
定
（平
成

2
3年

1月
現
在
）

平
成

2
3
年
度
補
正
で
の
予
算
措
置
に
よ
る
開
始
も
可
能
で
あ
り
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
推
進

請
負

受
発
注

業
務
開
拓

＜
発
注
企
業
等
＞

＜
ひ
と
り
親
、
寡
婦
、
障
害
者
、
高
齢
者
＞

都
道
府
県
・市
（委
託
可
）

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
訓
練

①
業
務
の
開
拓

②
参
加
者
の
能
力
開
発

③
業
務
処
理
の
円
滑
な
遂
行

一
体
的
な
取
組

（資料31）
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在
宅
就
業
の
拡
大
を
図
る
本
事
業
の
社
会
的
意
義

ひ
と

り
親
家
庭
等
の
在
宅
就
業
支
援
事
業

○
母
子
家
庭
の
母
に
つ
い
て
は
、
就
業
経
験
が
少
な
か
っ
た
り
、
結
婚
・
出
産
に
よ
り
就

業
を
中
断
し
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
就
職
・
再
就
職
に
困
難
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、

就
業
し
て
も
パ
ー
ト
な
ど
の
不
安
定
な
雇
用
条
件
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
最
近
の

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
、
能
力
開
発
を
は
じ
め
と
す
る
就
業
支
援
の
一
層
の
拡
充
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

○
家
庭
と
仕
事
の
両
立
を
図
り
や
す
い
働
き
方
で
あ
る
「
在
宅
就
業
」
は
、
家
事
や
子
育

て
の
負
担
を
一
人
で
負
う
こ
と
に
な
る
母
子
家
庭
の
母
に
と
っ
て
の
良
質
な
就
業
形
態

と
し
て
、
そ
の
確
立
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
在
宅
就
業
」
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
に
と
っ
て
も
、
生
活
を
向
上
さ
せ
る
大
き
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

○
「
生
活
」
と
「
働
く
こ
と
」
に
一
生
懸
命
な
人
々
を
応
援
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

し
て
、
「
在
宅
就
業
」
の
拡
大
は
、
普
遍
的
な
意
義
を
有
す
る
。
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○
少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
、
我
が
国
の
人
的
資
源
を
フ
ル
に
活
用
し
、
ま
た
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

能
力
開
発
を
進
め
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

○
在
宅
就
業
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
起
業
の
例
も
多
く
、
あ
る
い
は
、
業
務
の
性
格
上
Ｉ
Ｔ
の
活
用
と
密

接
な
関
係
の
あ
る
「
在
宅
就
業
」
は
、
経
済
へ
の
貢
献
と
い
う
点
で
も
、
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
通
勤
の
軽
減
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
な
ど
、
期
待
は
大
き
い
。

○
「
在
宅
就
業
」
は
、
「
地
域
で
の
生
活
」
と
「
働
く
こ
と
」
の
距
離
を
縮
め
る
効
果
が
あ
り
、
地

域
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
。

○
ま
た
、
「
在
宅
就
業
」
は
、
就
業
者
が
家
に
こ
も
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
地
域
に
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
れ
ば
、
そ
の
周
り
に
は
地
域
へ
の
新
し
い
参
加
者
が
集
う
こ
と
に
な
る
。

○
「
在
宅
就
業
」
は
、
地
域
づ
く
り
・
地
域
再
生
の
観
点
か
ら
も
、
様
々
な
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

○
「
在
宅
就
業
」
は
単
な
る
営
利
事
業
で
は
な
く
、
様
々
な
社
会
的
意
義
を
有
し
て
お
り
、
「
新
し

い
公
共
」
（
人
々
の
支
え
合
い
と
活
気
の
あ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
国
民
、
企
業
、
N
P
O
な

ど
と
政
府
が
協
働
す
る
）
と
し
て
の
位
置
づ
け
も
有
し
て
い
る
。
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訓
練

「ひ
と
り
親
家
庭
の
在
宅
就
業
」の
イ
メ
ー
ジ

～
基
金
期
間
中
～

都
道
府
県
・
市

受
託
事
業
者

＝
仲
介
事
業
者

委
託

訓
練
自
体
の
経
費

：講
師
謝
金
、
テ
キ
ス
ト
作
成
費
、
会

場
借
上
げ
費
な
ど

作
業
発
注

作
業
回
収

訓
練
手
当

23
年
度
中
に
訓
練
を

開
始
し
た
場
合
は
、

25
年
度
末
ま
で
助
成

対
象

業
務
開
拓

業
務
発
注

納
品

業
務
開
拓
の
経
費

品
質
管
理
の
経
費

・作
業
者
能
力
に
応
じ
た
分
配

・画
像
分
割
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

・納
期
限
遵
守
、
納
品
内
容
チ
ェ
ッ
ク

そ
の
他
の
経
費

在
宅
就
業
者

（母
子
家
庭
の
母
な

ど
）

発
注
企
業

○
23
年
度
中
に
開
始
さ
れ
た
訓
練
関
係
経
費
に
つ
い

て
は
、
訓
練
手
当
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
経
費
に
つ

い
て
も
、

2
5
年
度
末
ま
で
助
成
対
象
に
。

改
善

事
項

基
礎
訓
練
（
６
か
月
）

：基
礎
技
能
の
修
得

応
用
訓
練
（

1
2
か
月
）

：オ
ン
・ザ
・ジ
ョ
ブ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
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「福祉から就労」支援事業（仮称）の創設 

                                                            

平成 23年度予定額 2,810,464 千円 

 

１．趣旨 

厳しい雇用情勢の下、住居や生活に困窮する離職者が発生している中、求職活動中の

生活を保障する雇用保険制度の他、住居の確保を支援する住宅手当及び総合支援資金貸

付、生活保護等がセーフティネットとして機能しているが、社会経済の活性化と持続可

能な社会保障制度の確立のためには、雇用施策の担い手であるハローワークと福祉施策

の担い手である地方自治体等が、綿密な連携を図り、これらセーフティネット対象者の

就労による自立を支援し、いわゆるポジティブ・ウェルフェアを推進することが必要で

ある。 

このため、地域ごとに、ハローワークと地方自治体が締結する協定を踏まえ、両者に

よるチーム支援を中心とした就労自立支援を実施する。 

 

２．事業内容 

 生活保護受給者、児童扶養手当受給者及び住宅手当（総合支援資金貸付）受給者等を

対象として、以下の支援を実施する。 

(1)「就労支援チーム」の設置 

  自治体等と安定所の担当者の双方から構成される「就労支援チーム」を設置し、特

に綿密な支援が必要な支援対象者ごとの支援メニューの決定を行うことなどのチー

ム支援を行う。 

(2) 「就職支援プラン」の策定 

  支援対象者に対し、個々人の状況を勘案して安定就職のための「就職支援プラン」

を策定する。 

(3) 「就職支援プラン」に基づいた「就労支援メニュー」の提供 

  策定したプランの進捗管理を行い、時宜に即した職業相談・職業紹介やトライアル

雇用（試行雇用）の活用、職業訓練の受講あっせん等各種事業による就職支援を行

う。 

(4) 「職業準備プログラム」の実施 

  チーム支援対象者のうち、就労意欲が不十分な対象者など、就職活動の準備が必要

な対象者に対しては、「就労支援メニュー」の実施に先立ち、職場体験講習・職業

準備セミナー・個別カウンセリング・グループワークから構成される「職業準備プ

ログラム」を実施し、就職意欲の向上を図りながら、よりきめ細かな支援を行う。 

 

労働関係施策について 

（資料32）
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「
福
祉
か
ら
就
労
」
支
援
事
業
（
仮
称
）
の

概
要

就
労
に
関
す
る

支
援
要
請

就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

（
2
2
’
6
7
2
人
→
23
’
70
0
人
)

採 用

就 労 に よ る 自 立

就
労

支
援

メ
ニ

ュ
ー

①
職

業
相

談
・

職
業
紹
介

（
※

必
要

に
応

じ
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で

実
施

）
②

ト
ラ

イ
ア
ル

雇
用

③
職

業
訓

練
④

関
係

機
関
と

の
連
絡
調
整

就
職

困
難

・
生

活
困

窮
者

生
活

保
護

受
給
者

児
童

扶
養

手
当

受
給
者

住
宅

手
当

受
給
者

生
活
支
援
・
就
労
意
欲
喚
起

（
福

祉
事

務
所
等
）

障
害

者

地
方

自
治
体
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の

間
で
、
当

該
事
業

に
関
す
る
協
定
（
支
援

の
対
象

者
、
対

象
者

数
、
目

標
、
支

援
手
法
、
両
者
の
役
割

分
担

等
）
を
締

結
。

綿
密
な
調
整
が
必
要
な
者

に
は
専
門
チ
ー
ム
が
プ
ラ

ン
（
支
援
計
画
）
を
策

定
・
支
援

福
祉

施
設

等

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

地
方

自
治

体

障
害

者
支

援
関
係
機

関
・

団
体

○
障

害
者

就
業

・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー

○
地

域
障

害
者

職
業
セ

ン
タ
ー

等
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マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
事
業
の
概
要

＊
23
年
度
設
置
予
定
の
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
５
箇
所
を
含
め
、

16
8箇
所
を
整
備

○
予
約
制
・
担
当
者
制
に
よ
る
き
め
細
か
な
職
業
相
談
・
職
業
紹
介

・
個
々
の
求
職
者
の
希
望
や
状
況
に
応
じ
た
再
就
職
実
現
の
た
め
の
計
画
の
策
定
、
予
約
制
・
担
当
者
制
に
よ
る
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
等

に
よ
る
総
合
的
か
つ
一
貫
し
た
支
援
の
実
施

○
仕
事
と
子
育
て
が
両
立
し
や
す
い
求
人
の
確
保
等

・
仕
事
と
子
育
て
が
両
立
し
や
す
い
求
人
情
報
の
収
集
・提
供
や
求
職
者
の
希
望
や
ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る
求
人
の
開
拓

○
地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
る
保
育
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
保
育
所
、
地
域
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
の
提
供
等

○
子
ど
も
連
れ
で
来
所
し
や
す
い
環
境
の
整
備

・
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
の
設
置
や
子
ど
も
連
れ
で
も
職
業
相
談
等
が
行
え
る
十
分
な
相
談
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

求
職
活
動
の
準
備
が
整
い
､か
つ
具
体
的
な
就
職
希
望
を
有
す
る
子
育
て
女
性
等
に
対
す
る
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
（平
成
１
９
年
度
よ
り
設
置
）

・１
９
年
度
よ
り
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
未
設
置
県
の
主
要
な
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
」
（
３
６
県
各
１
箇
所
ず
つ
）
を
設
置
し
て

同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。

マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（平
成
１
８
年
度
よ
り
設
置
）

・１
８
年
度
よ
り
全
国
１
２
箇
所
（札
幌
、
仙
台
、
千
葉
、
東
京
、
横
浜
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
、
広
島
、
福
岡
、
北
九
州
）
に
設
置
。

・
子
育
て
女
性
等
（
※
）に
対
す
る
再
就
職
支
援
を
実
施
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
。

※
子
育
て
女
性
等
と
は
、
子
育
て
中
の
女
性
の
ほ
か
、
子
育
て
中
の
男
性
、
子
育
て
を
す
る
予
定
の
あ
る
女
性
を
含
む
。

概
要

マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
（平
成
２
０
年
度
よ
り
設
置
）

・
２
０
年
度
よ
り
事
業
未
実
施
地
域
で
あ
っ
て
地
域
の
中
核
的
な
都
市
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置

（2
0年
度

6
0箇
所
、

2
1年
度

4
0箇
所
、

2
2年
度

1
5
箇
所
の
計

1
1

5箇
所
）
。

・２
３
年
度
に
お
い
て
は
、
更
に
全
国
に
５
箇
所
設
置
予
定
。
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【
対

象
者

】
原

則
と

し
て

就
学

前
の

児
童

を
扶

養
し

、
訓

練
受

講
に

当
た

っ
て

託
児

サ
ー

ビ
ス

が
必

要
な

者

事
業

概
要

民
間

教
育

訓
練

機
関

等
の

施
設

内
託

児
施

設
を

活
用

し
、

又
は

周
辺

託
児

施
設

と
提

携
し

、
公

共
職

業
訓

練
の

受
講

者

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

託
児

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
場

合
に

、
託

児
サ

ー
ビ

ス
に

係
る

委
託

費
を

あ
わ

せ
て

支
給

。

【
1

ケ
月

当
た

り
6

6
,0

0
0

円
を

付
加

】

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
付
加
し
た
委
託
訓
練
の
実
施

（受
講

料
・

託
児

サ
ー

ビ
ス

は
無

料
）

就 職

標
準

３
ヶ

月

平
成
２
３
年
度
予
定
額

約
２
.０
億
円

対
象
人
員

１，
９
０
０
人

国
都

道
府

県
委
託
費

10
/1

0

委
託
費

1人
66

,0
00
円

/月

民
間
教
育
訓
練
機
関
等

座
学

託
児

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
施
設
内
託
児
施
設

提
携
周
辺
託
児
施
設
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母
子
家
庭
の
母
等
に
対
す
る
相

談
・
支

援
に

実
績

と
ノ

ウ
ハ

ウ
を

有
す

る
民

間
機

関
と

共
同
で

開
発
し

た
母
子

家
庭
の

母
等
の
特
性
に
応
じ
た
訓
練
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
及

び
モ
デ

ル
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
等
を

活
用
し

た
訓
練

コ
ー
ス

を
民

間
機
関
等

に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
母
子

家
庭

の
母

等
の

就
業

促
進

を
図

る
。

母
子
家
庭
の
母
等
の
特
性
に
応
じ
た
訓
練
コ
ー
ス
の
実
施

連
携

民
間
機
関

（１
）モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
開
発 雇
用
・能

力
開
発

機
構

①
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

・
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

指
導
上
の
配
慮
・心
理
的
配
慮

・
話
し
か
け
方
、
接
し
方
等
に
対
す
る
配
慮

②
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発

・
訓
練
ニ
ー
ズ
の
把
握

③
適
切
な
訓
練
の
運
用

・
実
施
に
先
立
っ
て
、
委
託
先
の
担
当
者
を
集
め

研
修
を
実
施

開 発

（２
）
職
業
訓
練
の
実
施

（受
講
料
・託
児
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
）

キ ャ リ ア ・ コ ン サ ル テ ィ ン グ

キ ャ リ ア ・ コ ン サ ル テ ィ ン グ

（
民
間
機
関
等
）

託
児
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

就 職

座
学 １
ヶ
月
程
度

訓
練
の
流
れ

平
成
21
年
度
開
発
終
了

平
成
２
３
年
度
予
定
額

５
１百
万
円

（
対
象
人
員

４
３
０
人
）
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母
子
家
庭
の
母
等
の
職
業
的
自
立
の
促
進

１
趣
旨

就
労
経
験
の
な
い
又
は
就
労
経
験
が
乏
し
い
母
子
家
庭
の
母
及
び
生
活
保
護
受
給
者
に
対
し
て
、
「
準
備
講
習

付
き
職
業
訓
練
」
を
実
施
し
、
就
職
を
促
進
す
る
。

２
事
業
概
要

（
１
）
対
象
者

原
則
と
し
て
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
及
び
生
活
保
護
受
給
者
で
あ
っ
て
「
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、

福
祉
事
務
所
等
を
通
じ
て
公
共
職
業
安
定
所
に
支
援
の
要
請
が
あ
っ
た
者
で
、
本
事
業
を
受
け
る
こ
と
が
適
当

と
認
め
ら
れ
る
者
。

（
２
）
準
備
講
習
付
き
職
業
訓
練

①
就
職
の
た
め
の
準
備
段
階
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
や
自
己
の
職
業
適
性
理
解
講
習
な
ど
を
行
う

「
準
備
講
習
」
（
４
～
５
日
程
度
）

②
実
際
の
職
業
に
必
要
な
技
能
・
知
識
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
職
業
訓
練
」
（３
～
６
月
程
度
）
を

セ
ッ
ト
に
し
た
「
準
備
講
習
付
き
職
業
訓
練
」を
実
施
。

（
３
）
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
付
加
し
た
訓
練

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
民
間
教
育
訓
練
機
関
等
に
お
い
て
実
施

３
実
施
方
法

国
が
都
道
府
県
に
委
託
し
、
都
道
府
県
は
民
間
教
育
訓
練
機
関
等
を
活
用
し
て
実
施
。

４
実
績 受
講
者
数
１
，
６
２
２
人
、
就
職
率

５
８
．
１
％

（
平
成
２
１
年
度
）

平
成

2
3
年
度
予
定
額
約

4
.3
億
円

対
象
人
員

2
,2

1
0
人
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母
子
家
庭
の
母
等
の
職
業
訓
練
機
会
の
拡
大

就 職

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

児 童 扶 養 手 当 受 給 者 生 活 保 護 受 給 者

自 立 支 援 プ ロ グ ラ ム

求 職 者

キ ャ リ ア コ ン サ ル タ ン ト

準
備
講
習

就
労
経
験
の
乏

し
い
者
等

都
道
府
県

都
道
府
県

職
業
訓
練

○
３
～
６
月
程
度

○
2,
2
10
人

○
民
間
教
育
訓
練
機

関
等
を
活
用
し
て

実
施

○
託
児
サ
ー
ビ
ス
を

提
供

○
５
日
程
度

○
2
,2
10
人

○
民
間
教
育
訓
練
機

関
等
を
活
用
し
て

実
施

キ ャ リ ア コ ン サ ル タ ン ト
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緊
急

人
材

育
成

支
援

事
業

事 業 活 動 の 縮 小 等 を 余 儀 な く さ れ た 事 業 主

「緊
急
人
材
育
成
支
援
事
業
」
に
つ
い
て

【 離 職 者 等

（ 雇 止 め 等 に よ り 離 職 し た 非 正 規 労 働 者 等 ） 】

ハ ロ ー ワ ー ク

○
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
者
（
非
正
規
離
職
者
、
長
期
失
業
者
な
ど
）
等
に
対
す
る
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
、
基
金
を
造
成
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ
て
、
無
料
の
職
業
訓
練
及
び
訓
練
期
間
中
の
生
活
給
付

を
行
う
「
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
」
を
内
容
と
し
た
「緊
急
人
材
育
成
支
援
事
業
」
を
実
施
。

ニ ー ズ や 状 況 に 応 じ て 求 職 者 の 送 り 出 し

2
3
年
度
～

新
た

な
制

度
と

し
て

検
討

無
料

の
職

業
訓
練
と

訓
練

期
間

中
の

生
活

給
付

の
実

施

①
職

業
訓

練
の
拡
充

・
新
規
成
長
や
雇
用
吸
収
の
見
込
め
る
分
野
（
医
療
、
介
護
・
福
祉
等
）

に
お
け
る
基
本
能
力
か
ら
実
践
能
力
ま
で
を
習
得
す
る
た
め
の
長
期
訓
練

・
再
就
職
に
必
須
の

IT
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
た
め
の
訓
練

②
訓

練
期

間
中
の
生
活
給
付

・
訓
練
を
受
講
す
る
主
た
る
生
計
者
に
対
し
て
、
訓
練
期
間
中
の
生
活
費

を
給
付
（
月
１
０
万
円
、
扶
養
家
族
を
有
す
る
者
：
月
１
２
万
円
）

・
希
望
者
に
は
貸
付
を
上
乗
せ

（
月
５
万
円
ま
で
、
扶
養
家
族
を
有
す
る
者
：
月
８
万
円
ま
で
）

●
事
業
開
始
：

21
年
７
月

15
日

全
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
相
談
・
受
付
開
始

21
年
７
月

29
日

職
業
訓
練
順
次
開
始

●
実
績
：

【
訓
練
】

受
講
者
数

22
年
度

: 
  

20
8,

00
6
人

事
業
開
始

か
ら
の
累
計

:
25

6,
54

1
人

【
給
付
】
受
給
資
格
認
定
件
数

22
年
度

:
14

3,
96

2
件

事
業
開
始
か
ら
の
累
計

:
18

1,
40

3
件

（
23
年

1月
25
日
現
在
）

緊 急 人 材 育 成 ・ 就 職 支 援 基 金
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パ
ー

ト
タ

イ
ム

労
働

者
、

有
期

契
約

労
働

者
を

雇
用

す
る

事
業

主
が

、
正

社
員

と
の

均
衡

の
と

れ
た

待
遇

の
確

保
、

正
社

員
へ

の
転

換
の

推
進

の
た

め
、

労
働

協
約

又
は

就
業

規
則

に
よ

り
、

正
社

員
と

共
通

の
処

遇
制

度
や

正
社

員
へ

の
転

換
制

度
等

を
導

入
し

た
場

合
に

奨
励

金
を

支
給

し
ま

す
。

均
衡

待
遇

・
正

社
員

化
推

進
奨

励
金

の
概

要

正
社

員
と

共
通

の
処

遇
制
度
（

※
）
を
導
入
し
、
実
際
に

対
象

労
働

者
に

適
用

し
た

事
業

主
に

支
給
。

１
事
業
主
に
つ
き

６
０

万
円

（
大
企
業

:5
0万

円
）

（
※
）
正

社
員

と
共

通
の

制
度

で
、
職

務
又
は

職
能
に

応
じ
た
３
区
分
以
上
の
評

価
・

資
格

制
度

を
設

け
、

そ
の
格

付
け
区

分
に
応

じ
た
基
本
給
、
賞
与
等
の
賃

金
等

の
待

遇
が

定
め

ら
れ

て
い
る

こ
と
が

必
要
で

す
。

正
社
員
と
共
通
の
教
育
訓
練
制
度
（

Of
f-
JT
に
限
る
）
を
導
入
し
、

１
人

に
つ

き
６

時
間

以
上

の
教

育
訓

練
を
延
べ
１
０
人
以
上
（
大
企
業
は
３
０
人
以

上
）

に
実

施
し

た
事

業
主

に
支

給
。

１
事
業
主
に
つ
き

４
０

万
円

（
大
企
業
:
3
0
万
円
）

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
又
は
有
期
契
約
労
働
者
に
対
す
る
健
康
診
断
制
度
（
※

法
令

上
実

施
義

務
の

あ
る

も
の

を
除
く
）
を
導
入
し
、
実
際
に
延
べ
４
人
以
上
に

実
施
し
た
事
業
主
に
支
給
。

１
事
業
主
に
つ
き

４
０

万
円

（
大
企
業

:
3
0
万
円
）

①
正

社
員

転
換

制
度

②
共

通
処

遇
制

度

③
共

通
教

育
訓

練
制

度

④
短

時
間

正
社

員
制

度

⑤
健

康
診

断
制

度

Ⅰ
制

度
導

入
（

対
象
労
働
者

1人
目
）

正
社

員
へ

転
換

す
る

た
め
の
試
験
制
度
を
導
入
し
、
実

際
に

１
人

以
上
転

換
さ
せ

た
事

業
主

に
支
給
。

１
事
業
主
に
つ
き

４
０

万
円

（
大
企
業
: 
30

万
円
）

Ⅱ
転

換
促

進
（

対
象
労
働
者

2人
目
～

10
人
目
）

２
人
以
上
転
換
さ
せ
た
事
業
主
に
対
し
て
、
対
象
労
働
者
１
０
人
目

ま
で

支
給
。

労
働
者

１
人
に
つ
き

２
０

万
円

（
大
企
業
:１

５
万

円
）

※
母
子
家

庭
の

母
等
の

場
合

は
3
0万

円
（
大
企
業

:2
5万

円
）
を
支
給

Ⅰ
制

度
導

入
（

対
象

労
働

者
1
人

目
）

短
時

間
正

社
員

制
度

を
導

入
し

、
実

際
に

１
人

以
上

に
適

用
し

た
事
業
主

に
支

給
。

１
事

業
主

に
つ

き
４

０
万

円
（
大

規
模
事
業

主
:
 3
0
万

円
）

Ⅱ
定

着
促

進
（

対
象

労
働

者
2
人

目
～
10
人

目
）

２
人

以
上

に
適

用
し

た
事

業
主

に
対

し
て

、
対

象
労

働
者

１
０

人
目

ま
で

支
給

。

労
働

者
１

人
に

つ
き

２
０

万
円

（
大

規
模
事

業
主
:
1
5
万
円
）

※
母
子
家
庭
の
母
等
の
場
合
は
30
万
円
（
大
規
模
:2
5万

円
）
を
支
給

＊
中

小
規

模
事

業
主

：
常

時
雇

用
す

る
労

働
者
が
３

０
０
人

を
超
え

な
い
事

業
主

大
規

模
事

業
主

：
中

小
規

模
事

業
主

以
外

の
事

業
主
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自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業

高
等

技
能

訓
練

促
進

費
事

業

母
子

家
庭

等
就

業
・自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業

一
般

市
等

就
業

・自
立

支
援

事
業

自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業
高

等
技

能
訓

練
促

進
費

事
業

1
北

海
道

◎
◎

◎
◎

◎

札
幌

市
、

旭
川

市
、

函
館

市
、

夕
張

市
、

釧
路

市
、

石
狩

市
、

帯
広

市
(7

/3
5)

札
幌

市
、

旭
川

市
、

函
館

市
(3

/3
)

北
見

市
、

帯
広

市
、

釧
路

市 （3
/3

2）

札
幌

市
、

旭
川

市
、

函
館

市
、

美
唄

市
、

芦
別

市
、

砂
川

市
、

深
川

市
、

江
別

市
、

千
歳

市
、

恵
庭

市
、

北
広

島
市

、
石

狩
市

、
室

蘭
市

、
苫

小
牧

市
、

登
別

市
、

士
別

市
、

北
見

市
、

網
走

市
、

帯
広

市
、

釧
路

市
、

根
室

市
、

名
寄

市
(2

2/
35

)

札
幌

市
、

旭
川

市
、

函
館

市
、

岩
見

沢
市

、
滝

川
市

、
深

川
市

、
江

別
市

、
千

歳
市

、
恵

庭
市

、
北

広
島

市
、

石
狩

市
、

室
蘭

市
、

苫
小

牧
市

、
北

斗
市

、
富

良
野

市
、

北
見

市
、

網
走

市
、

帯
広

市
、

釧
路

市
、

小
樽

市
、

名
寄

市
（2

1/
35

）

札
幌

市
、

旭
川

市
、

函
館

市
、

石
狩

市
、

名
寄

市
（北

斗
市

、
北

見
市

、
釧

路
市

在
住

者
分

は
道

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）(
8/

35
)

札
幌

市
、

旭
川

市
、

函
館

市
、

江
別

市
、

千
歳

市
、

恵
庭

市
、

北
広

島
市

、
石

狩
市

、
知

内
町

、
帯

広
市

(1
0/

18
0)

美
唄

市
(1

/1
80

)

2
青

森
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎

(0
/1

0)
青

森
市

(1
/1

)
(0

/9
)

弘
前

市
、

八
戸

市
、

む
つ

市
(3

/1
0)

(0
/1

0)
青

森
市

、
弘

前
市

(2
/1

0)
青

森
市

（青
森

市
以

外
の

市
等

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(4

0/
40

)

（青
森

市
以

外
の

市
等

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）(
39

/4
0)

3
岩

手
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

盛
岡

市
、

大
船

渡
市

、
釜

石
市

(3
/1

3)
（盛

岡
市

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

て
实

施
）(

1/
1)

(0
/1

2)
盛

岡
市

、
宮

古
市

、
大

船
渡

市
、

花
巻

市
、

北
上

市
、

久
慈

市
、

一
関

市
、

陸
前

高
田

市
、

釜
石

市
、

二
戸

市
、

八
幡

平
市

、
奥

州
市

（1
2/

13
）

盛
岡

市
、

大
船

渡
市

、
北

上
市

、
一

関
市

、
陸

前
高

田
市

、
八

幡
平

市
、

奥
州

市
（7

/1
3）

盛
岡

市
、

宮
古

市
、

釜
石

市
（左

記
以

外
の

市
等

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）(
13

/1
3)

（県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）(

35
/3

5)
(0

/3
5)

4
宮

城
県

◎
◎

◎
◎

◎

仙
台

市
（1

/1
3）

仙
台

市
(1

/1
)

多
賀

城
市

(1
/1

2)
仙

台
市

（仙
台

市
以

外
の

県
内

市
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）

（1
3/

13
）

仙
台

市
（仙

台
市

以
外

の
県

内
市

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
（1

3/
13

）

仙
台

市
(1

/1
3)

仙
台

市
、

塩
竃

市
、

多
賀

城
市

(3
/3

5)
仙

台
市

、
多

賀
城

市
(2

/3
5)

5
秋

田
県

◎
◎

◎
◎

◎

大
館

市
(1

/1
3)

秋
田

市
(1

/1
)

大
仙

市
、

北
秋

田
市

、
に

か
ほ

市
(3

/1
2)

秋
田

市
、

能
代

市
、

大
館

市
、

湯
沢

市
、

由
利

本
荘

市
、

潟
上

市
、

北
秋

田
市

、
仙

北
市

(8
/1

3)

秋
田

市
、

大
館

市
、

由
利

本
荘

市
、

潟
上

市
、

北
秋

田
市

(5
/1

3)

秋
田

市
（1

/1
3)

大
館

市
、

潟
上

市
、

大
仙

市
(3

/2
5)

(0
/2

5)

6
山

形
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎

山
形

市
(1

/1
3)

－

(0
/1

3)
山

形
市

、
米

沢
市

、
鶴

岡
市

、
酒

田
市

、
寒

河
江

市
、

村
山

市
、

天
童

市
、

東
根

市
(8

/1
3)

山
形

市
、

米
沢

市
、

鶴
岡

市
、

酒
田

市
(4

/1
3)

(0
/1

3)
（県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）(
35

/3
5)

鶴
岡

市
、

酒
田

市
（左

記
の

市
も

含
め

県
内

の
市

等
在

住
者

分
を

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）(

35
/3

5)

7
福

島
県

◎
◎

◎
◎

郡
山

市
（1

/1
3）

郡
山

市
（い

わ
き

市
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）

(2
/2

)

(0
/1

1)
（県

内
市

在
住

者
分

も
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
（1

3/
13

）

（県
内

市
在

住
者

分
も

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）

（1
3/

13
）

(0
/1

3)
(0

/5
9)

(0
/5

9)

8
茨

城
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎

鹿
嶋

市
(1

/3
2)

-

(0
/3

2)
（県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）（
32

/3
2）

（県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）（

32
/3

2）
（県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）（
32

/3
2）

（県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）（

44
/4

4）
（県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）（
44

/4
4）

9
栃

木
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎

宇
都

宮
市

、
足

利
市

、
栃

木
市

、
佐

野
市

、
鹿

沼
市

、
日

光
市

、
小

山
市

、
大

田
原

市
、

矢
板

市
、

さ
く
ら

市
、

那
須

鳥
山

市
(1

1/
14

)

宇
都

宮
市

(1
/1

)
(0

/1
3)

宇
都

宮
市

、
足

利
市

、
栃

木
市

、
佐

野
市

、
鹿

沼
市

、
日

光
市

、
小

山
市

、
真

岡
市

、
大

田
原

市
、

矢
板

市
、

那
須

塩
原

市
、

さ
く
ら

市
、

那
須

烏
山

市
、

下
野

市
(1

4/
14

)

宇
都

宮
市

、
栃

木
市

、
鹿

沼
市

、
日

光
市

、
小

山
市

、
矢

板
市

、
さ

く
ら

市
(7

/1
4)

宇
都

宮
市

、
足

利
市

、
栃

木
市

、
佐

野
市

、
鹿

沼
市

、
日

光
市

、
小

山
市

、
真

岡
市

、
大

田
原

市
、

矢
板

市
、

那
須

塩
原

市
、

さ
く
ら

市
、

那
須

烏
山

市
、

下
野

市
(1

4/
14

)

宇
都

宮
市

（宇
都

宮
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）

(3
0/

30
)

宇
都

宮
市

（宇
都

宮
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）

(3
0/

30
)

関 東 ブ ロ ッ ク

母
子

家
庭

等
就

業
・

自
立

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

就
業

・自
立

支
援

事
業

北 海 道 ・ 東 北 ブ ロ ッ ク

自
立

支
援

給
付

金
事

業

母
子

家
庭

の
母

の
自

立
支

援
関

係
事

業
の

实
施

状
況

等
（平

成
２

１
年

度
实

績
）

ひ
と

り
親

家
庭

生
活

支
援

事
業

市
　

等

母
子

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業

ひ
と

り
親

家
庭

生
活

支
援

事
業

都
道

府
県

母
子

自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
等

事
業

母
子

自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
等

事
業

母
子

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業

母
子

家
庭

及
び

寡
婦

自
立

促
進

計
画

自
立

支
援

給
付

金
事

業

母
子

家
庭

及
び

寡
婦

自
立

促
進

計
画

（資料33）
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自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業

高
等

技
能

訓
練

促
進

費
事

業

母
子

家
庭

等
就

業
・
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業

一
般

市
等

就
業

・
自

立
支

援
事

業

自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業
高

等
技

能
訓

練
促

進
費

事
業

1
0

群
馬

県
◎

◎
◎

◎
◎

太
田

市
、

沼
田

市
(2

/
1
2
)

前
橋

市
(1

/
1
)

(0
/
1
1
)

前
橋

市
、

高
崎

市
、

桐
生

市
、

伊
勢

崎
市

、
太

田
市

、
沼

田
市

、
館

林
市

、
渋

川
市

、
藤

岡
市

、
富

岡
市

、
安

中
市

、
み

ど
り

市
(1

2
/
1
2
)

前
橋

市
、

高
崎

市
、

桐
生

市
、

伊
勢

崎
市

、
太

田
市

、
沼

田
市

、
館

林
市

、
渋

川
市

、
藤

岡
市

、
富

岡
市

、
安

中
市

、
み

ど
り

市
(1

2
/
1
2
)

前
橋

市
、

桐
生

市
、

伊
勢

崎
市

、
藤

岡
市

（
左

記
以

外
の

市
在

住
者

に
つ

い
て

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(1

2
/
1
2
)

(0
/
3
6
)

(0
/
3
6
)

1
1

埼
玉

県
◎

◎
◎

◎
◎

◎

さ
い

た
ま

市
、

川
越

市
、

熊
谷

市
、

川
口

市
、

行
田

市
、

秩
父

市
、

所
沢

市
、

飯
能

市
、

加
須

市
、

本
庄

市
、

東
松

山
市

、
狭

山
市

、
羽

生
市

、
鴻

巣
市

、
深

谷
市

、
上

尾
市

、
越

谷
市

、
蕨

市
、

戸
田

市
、

入
間

市
、

鳩
ヶ

谷
市

、
朝

霞
市

、
和

光
市

、
新

座
市

、
桶

川
市

、
久

喜
市

、
北

本
市

、
八

潮
市

、
富

士
見

市
、

三
郷

市
、

蓮
田

市
、

坂
戸

市
、

幸
手

市
、

日
高

市
、

吉
川

市
(3

5
/
4
0
)

さ
い

た
ま

市
、

川
越

市
(2

/
2
)

(0
/
3
8
)

さ
い

た
ま

市
、

川
越

市
、

熊
谷

市
、

川
口

市
、

行
田

市
、

秩
父

市
、

所
沢

市
、

飯
能

市
、

加
須

市
、

本
庄

市
、

東
松

山
市

、
春

日
部

市
、

狭
山

市
、

羽
生

市
、

鴻
巣

市
、

深
谷

市
、

上
尾

市
、

草
加

市
、

越
谷

市
、

蕨
市

、
戸

田
市

、
入

間
市

、
鳩

ヶ
谷

市
、

朝
霞

市
、

志
木

市
、

和
光

市
、

新
座

市
、

桶
川

市
、

久
喜

市
、

北
本

市
、

八
潮

市
、

富
士

見
市

、
三

郷
市

、
蓮

田
市

、
坂

戸
市

、
幸

手
市

、
鶴

ヶ
島

市
、

日
高

市
、

吉
川

市
、

ふ
じ

み
野

市
(4

0
/
4
0
)

さ
い

た
ま

市
、

川
越

市
、

熊
谷

市
、

川
口

市
、

行
田

市
、

秩
父

市
、

所
沢

市
、

飯
能

市
、

加
須

市
、

本
庄

市
、

東
松

山
市

、
春

日
部

市
、

狭
山

市
、

羽
生

市
、

鴻
巣

市
、

深
谷

市
、

上
尾

市
、

草
加

市
、

越
谷

市
、

蕨
市

、
戸

田
市

、
入

間
市

、
鳩

ヶ
谷

市
、

朝
霞

市
、

志
木

市
、

和
光

市
、

新
座

市
、

桶
川

市
、

久
喜

市
、

北
本

市
、

八
潮

市
、

富
士

見
市

、
三

郷
市

、
蓮

田
市

、
坂

戸
市

、
鶴

ヶ
島

市
、

日
高

市
、

ふ
じ

み
野

市
(3

8
/
4
0
)

さ
い

た
ま

市
、

川
越

市
、

行
田

市
、

所
沢

市
、

狭
山

市
、

越
谷

市
、

新
座

市
、

鶴
ヶ

島
市

（
左

記
以

外
の

市
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）
(4

0
/
4
0
)

さ
い

た
ま

市
、

川
越

市
、

所
沢

市
、

戸
田

市
、

北
本

市
(5

/
7
0
）

さ
い

た
ま

市
、

川
越

市
、

熊
谷

市
（
さ

い
た

ま
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
に

つ
い

て
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
て

实
施

）
(7

0
/
7
0
)

1
2

千
葉

県
◎

◎
◎

◎
◎

千
葉

市
、

船
橋

市
、

松
戸

市
、

野
田

市
、

四
街

道
市

、
白

井
市

(6
/
3
6
)

千
葉

市
、

船
橋

市
、

柏
市

(3
/
3
)

野
田

市
,浦

安
市

(2
/
3
3
)

千
葉

市
、

船
橋

市
、

柏
市

、
市

川
市

、
館

山
市

、
木

更
津

市
、

松
戸

市
、

野
田

市
、

成
田

市
、

茂
原

市
、

佐
倉

市
、

旭
市

、
習

志
野

市
、

市
原

市
、

流
山

市
、

八
千

代
市

、
我

孫
子

市
、

鎌
ヶ

谷
市

、
君

津
市

、
浦

安
市

、
四

街
道

市
、

袖
ヶ

浦
市

、
印

西
市

、
白

井
市

、
富

里
市

、
南

房
総

市
、

香
取

市
、

山
武

市
(2

8
/
3
6
)

千
葉

市
、

船
橋

市
、

柏
市

、
館

山
市

、
木

更
津

市
、

松
戸

市
、

野
田

市
、

成
田

市
、

旭
市

、
習

志
野

市
、

市
原

市
、

流
山

市
、

八
千

代
市

、
鎌

ヶ
谷

市
、

浦
安

市
、

袖
ヶ

浦
市

、
印

西
市

、
白

井
市

、
香

取
市

、
山

武
市

(2
0
/
3
6
)

千
葉

市
、

船
橋

市
、

柏
市

、
市

川
市

、
松

戸
市

、
野

田
市

、
流

山
市

、
浦

安
市

(8
/
3
6
)

千
葉

市
、

野
田

市
、

佐
倉

市
、

八
千

代
市

、
鎌

ヶ
谷

市
、

浦
安

市
、

白
井

市
(7

/
5
6
)

千
葉

市
、

野
田

市
(2

/
5
6
)

1
3

東
京

都
◎

◎
◎

◎
◎

◎

中
央

区
、

新
宿

区
、

世
田

谷
区

、
杉

並
区

、
八

王
子

市
、

三
鷹

市
、

府
中

市
、

調
布

市
、

日
野

市
、

国
分

寺
市

、
福

生
市

、
日

野
市

(1
2
/
4
9
)

-

小
金

井
市

、
東

久
留

米
市

(2
/
4
9
)

千
代

田
区

、
中

央
区

、
港

区
、

新
宿

区
、

文
京

区
、

台
東

区
、

墨
田

区
、

江
東

区
、

品
川

区
、

目
黒

区
、

大
田

区
、

世
田

谷
区

、
渋

谷
区

、
中

野
区

、
杉

並
区

、
豊

島
区

、
北

区
、

荒
川

区
、

板
橋

区
、

練
馬

区
、

足
立

区
、

葛
飾

区
、

江
戸

川
区

、
八

王
子

市
、

立
川

市
、

武
蔵

野
市

、
三

鷹
市

、
青

梅
市

、
府

中
市

、
昭

島
市

、
調

布
市

、
町

田
市

、
小

金
井

市
、

小
平

市
、

日
野

市
、

東
村

山
市

、
国

分
寺

市
、

国
立

市
、

福
生

市
、

狛
江

市
、

東
大

和
市

、
清

瀬
市

、
東

久
留

米
市

、
武

蔵
村

山
市

、
多

摩
市

、
稲

城
市

、
羽

村
市

、
あ

き
る

野
市

、
西

東
京

市
(4

9
/
4
9
)

千
代

田
区

、
中

央
区

、
港

区
、

新
宿

区
、

文
京

区
、

台
東

区
、

墨
田

区
、

江
東

区
、

品
川

区
、

目
黒

区
、

大
田

区
、

世
田

谷
区

、
渋

谷
区

、
中

野
区

、
杉

並
区

、
豊

島
区

、
北

区
、

荒
川

区
、

板
橋

区
、

練
馬

区
、

足
立

区
、

葛
飾

区
、

江
戸

川
区

、
八

王
子

市
、

立
川

市
、

武
蔵

野
市

、
三

鷹
市

、
青

梅
市

、
府

中
市

、
調

布
市

、
町

田
市

、
小

金
井

市
、

小
平

市
、

日
野

市
、

東
村

山
市

、
国

分
寺

市
、

福
生

市
、

狛
江

市
、

東
大

和
市

、
東

久
留

米
市

、
武

蔵
村

山
市

、
多

摩
市

、
稲

城
市

、
羽

村
市

、
あ

き
る

野
市

、
西

東
京

市
(4

6
/
4
9
)

中
央

区
、

新
宿

区
、

墨
田

区
、

江
東

区
、

品
川

区
、

目
黒

区
、

世
田

谷
区

、
渋

谷
区

、
中

野
区

、
杉

並
区

、
豊

島
区

、
北

区
、

荒
川

区
、

練
馬

区
、

足
立

区
、

葛
飾

区
、

八
王

子
市

、
立

川
市

、
三

鷹
市

、
青

梅
市

、
府

中
市

、
昭

島
市

、
調

布
市

、
町

田
市

、
小

金
井

市
、

小
平

市
、

日
野

市
、

国
分

寺
市

、
福

生
市

、
東

大
和

市
、

清
瀬

市
、

武
蔵

村
山

市
、

稲
城

市
、

西
東

京
市

(3
4
/
4
9
)

八
王

子
市

、
立

川
市

、
武

蔵
野

市
、

三
鷹

市
、

青
梅

市
、

府
中

市
、

昭
島

市
、

調
布

市
、

町
田

市
、

小
金

井
市

、
小

平
市

、
日

野
市

、
東

村
山

市
、

国
分

寺
市

、
国

立
市

、
福

生
市

、
狛

江
市

、
東

大
和

市
、

清
瀬

市
、

東
久

留
米

市
、

武
蔵

村
山

市
、

多
摩

市
、

稲
城

市
、

羽
村

市
、

あ
き

る
野

市
、

西
東

京
市

(2
6
/
6
2
)

杉
並

区
、

三
鷹

市
、

国
立

市
（
左

記
の

市
以

外
の

市
等

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

て
实

施
）
(6

2
/
6
2
)

1
4

神
奈

川
県

◎
◎

◎
◎

◎

横
浜

市
、

川
崎

市
、

相
模

原
市

(3
/
1
9
)

横
浜

市
、

川
崎

市
、

横
須

賀
市

、
相

模
原

市
(4

/
4
)

(0
/
1
5
)

横
浜

市
、

川
崎

市
、

横
須

賀
市

、
相

模
原

市
、

平
塚

市
、

鎌
倉

市
、

藤
沢

市
、

小
田

原
市

、
茅

ヶ
崎

市
、

逗
子

市
、

三
浦

市
、

秦
野

市
、

厚
木

市
、

大
和

市
、

伊
勢

原
市

、
海

老
名

市
、

座
間

市
、

南
足

柄
市

、
綾

瀬
市

(1
9
/
1
9
)

横
浜

市
、

川
崎

市
、

横
須

賀
市

、
相

模
原

市
、

平
塚

市
、

鎌
倉

市
、

藤
沢

市
、

小
田

原
市

、
茅

ヶ
崎

市
、

逗
子

市
、

秦
野

市
、

厚
木

市
、

大
和

市
、

伊
勢

原
市

、
海

老
名

市
、

座
間

市
、

綾
瀬

市
(1

7
/
1
9
)

横
浜

市
、

川
崎

市
、

相
模

原
市

(3
/
1
9
)

横
浜

市
、

川
崎

市
、

相
模

原
市

、
横

須
賀

市
、

平
塚

市
、

鎌
倉

市
、

藤
沢

市
、

小
田

原
市

、
茅

ヶ
崎

市
、

逗
子

市
、

秦
野

市
、

厚
木

市
、

伊
勢

原
市

、
海

老
名

市
、

座
間

市
、

南
足

柄
市

（
町

村
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）
(3

0
/
3
3
)

横
浜

市
、

川
崎

市
、

相
模

原
市

(3
/
3
3
)

自
立

支
援

給
付

金
事

業
母

子
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

等
事

業

母
子

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業

関 東 ブ ロ ッ ク

都
道

府
県

市
　

等

母
子

家
庭

及
び

寡
婦

自
立

促
進

計
画

ひ
と

り
親

家
庭

生
活

支
援

事
業

就
業

・
自

立
支

援
事

業
自

立
支

援
給

付
金

事
業

母
子

自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
等

事
業

母
子

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業
ひ

と
り

親
家

庭
生

活
支

援
事

業

母
子

家
庭

及
び

寡
婦

自
立

促
進

計
画

母
子

家
庭

等
就

業
・

自
立

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

267



自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業

高
等

技
能

訓
練

促
進

費
事

業

母
子

家
庭

等
就

業
・自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業

一
般

市
等

就
業

・自
立

支
援

事
業

自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業
高

等
技

能
訓

練
促

進
費

事
業

15
新

潟
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

新
潟

市
、

長
岡

市
、

柏
崎

市
、

村
上

市
(4

/2
0)

新
潟

市
(1

/1
)

(0
/1

9)
新

潟
市

、
長

岡
市

、
上

越
市

、
三

条
市

、
柏

崎
市

、
燕

市
、

五
泉

市
、

佐
渡

市
、

魚
沼

市
、

南
魚

沼
市

、
十

日
町

市
(1

1/
20

)

新
潟

市
、

長
岡

市
、

上
越

市
、

柏
崎

市
、

燕
市

、
南

魚
沼

市
(6

/2
0)

新
潟

市
、

長
岡

市
、

上
越

市
(3

/2
0)

新
潟

市
（新

潟
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
に

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(3

1/
31

)

（新
潟

市
以

外
の

市
等

在
住

者
分

に
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）(

30
/3

1)

16
山

梨
県

◎
◎

◎
◎

◎

(0
/1

3)

－

(0
/1

3)
甲

府
市

、
富

士
吉

田
市

、
都

留
市

、
大

月
市

、
韮

崎
市

、
南

ア
ル

プ
ス

市
、

北
杜

市
、

甲
斐

市
(8

/1
3)

甲
府

市
、

富
士

吉
田

市
、

都
留

市
、

山
梨

市
、

大
月

市
、

韮
崎

市
、

南
ア

ル
プ

ス
市

、
北

杜
市

、
甲

斐
市

、
笛

吹
市

、
上

野
原

市
、

甲
州

市
、

中
央

市
(1

3/
13

)

甲
府

市
、

富
士

吉
田

市
、

都
留

市
、

南
ア

ル
プ

ス
市

、
北

杜
市

、
上

野
原

市
(6

/1
3)

（県
内

市
在

住
者

分
も

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）

(2
7/

27
)

(0
/2

7)

17
長

野
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

長
野

市
(1

/1
9)

（長
野

市
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）(

1/
1)

飯
田

市
、

飯
山

市
、

塩
尻

市
、

安
曇

野
市

(4
/1

8)

長
野

市
、

松
本

市
、

上
田

市
、

岡
谷

市
、

飯
田

市
、

諏
訪

市
、

須
坂

市
、

小
諸

市
、

伊
那

市
、

中
野

市
、

大
町

市
、

茅
野

市
、

塩
尻

市
、

佐
久

市
、

千
曲

市
、

安
曇

野
市

（1
6/

19
）

長
野

市
、

松
本

市
、

上
田

市
、

岡
谷

市
、

諏
訪

市
、

小
諸

市
、

伊
那

市
、

大
町

市
、

茅
野

市
、

塩
尻

市
、

佐
久

市
、

千
曲

市
、

安
曇

野
市

(1
3/

19
)

小
諸

市
(1

/1
9)

松
本

市
、

上
田

市
、

岡
谷

市
、

諏
訪

市
、

須
坂

市
、

伊
那

市
、

中
野

市
、

茅
野

市
、

塩
尻

市
(9

/7
7)

（県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）(

77
/7

7)

18
静

岡
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎

静
岡

市
、

浜
松

市
、

沼
津

市
(3

/2
3)

静
岡

市
、

浜
松

市
(2

/2
)

(0
/2

1)
静

岡
市

、
浜

松
市

、
沼

津
市

、
熱

海
市

、
三

島
市

、
富

士
宮

市
、

伊
東

市
、

島
田

市
、

富
士

市
、

磐
田

市
、

焼
津

市
、

掛
川

市
、

藤
枝

市
、

御
殿

場
市

、
袋

井
市

、
下

田
市

、
裾

野
市

、
湖

西
市

、
伊

豆
市

、
御

前
崎

市
、

菊
川

市
、

伊
豆

の
国

市
、

牧
之

原
市

（2
3/

23
）

静
岡

市
、

浜
松

市
、

沼
津

市
、

熱
海

市
、

富
士

宮
市

、
伊

東
市

、
島

田
市

、
富

士
市

、
磐

田
市

、
掛

川
市

、
藤

枝
市

、
御

殿
場

市
、

袋
井

市
、

下
田

市
、

裾
野

市
、

湖
西

市
、

伊
豆

市
、

御
前

崎
市

、
菊

川
市

、
伊

豆
の

国
市

（2
0/

23
）

静
岡

市
、

浜
松

市
、

焼
津

市
、

牧
之

原
市

（4
/2

3）
静

岡
市

、
浜

松
市

、
袋

井
市

、
湖

西
市

（市
以

外
の

在
住

者
は

県
の

事
業

対
象

と
し

て
实

施
）（

18
/3

7）

静
岡

市
、

湖
西

市
（市

以
外

の
在

住
者

は
県

の
事

業
対

象
と

し
て

实
施

）（
16

/3
7）

19
富

山
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎

(0
/1

0)
富

山
市

(1
/1

)
(0

/9
)

富
山

市
、

高
岡

市
、

魚
津

市
、

氷
見

市
、

滑
川

市
、

黒
部

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

、
射

水
市

(1
0/

10
)

富
山

市
、

高
岡

市
、

魚
津

市
、

氷
見

市
、

滑
川

市
、

黒
部

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

、
射

水
市

(1
0/

10
)

富
山

市
、

高
岡

市
、

魚
津

市
、

氷
見

市
、

滑
川

市
、

黒
部

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

、
射

水
市

(1
0/

10
)

（県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）(

15
/1

5)
（県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）(
15

/1
5)

20
石

川
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

金
沢

市
、

小
松

市
(2

/1
0)

金
沢

市
(1

/1
)

(0
/9

)
金

沢
市

、
七

尾
市

、
小

松
市

、
輪

島
市

、
加

賀
市

、
か

ほ
く
市

、
白

山
市

、
能

美
市

(8
/1

0)

金
沢

市
、

七
尾

市
、

小
松

市
、

加
賀

市
、

か
ほ

く
市

、
白

山
市

、
能

美
市

(7
/1

0)

金
沢

市
、

小
松

市
、

輪
島

市
、

加
賀

市
、

能
美

市
(5

/1
0)

小
松

市
、

白
山

市
、

能
美

市
、

野
々

市
町

、
中

能
登

町
(5

/1
9)

金
沢

市
、

小
松

市
、

白
山

市
（左

記
の

市
以

外
の

市
等

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）(
19

/1
9)

21
福

井
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

鯖
江

市
、

越
前

市
(2

/9
)

－

(0
/9

)
福

井
市

、
敦

賀
市

、
小

浜
市

、
大

野
市

、
勝

山
市

、
鯖

江
市

、
あ

わ
ら

市
、

越
前

市
、

坂
井

市
(9

/9
)

福
井

市
、

敦
賀

市
、

小
浜

市
、

大
野

市
、

勝
山

市
、

鯖
江

市
、

あ
わ

ら
市

、
越

前
市

、
坂

井
市

(9
/9

)

（県
内

市
在

住
者

分
も

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）

(9
/9

)

福
井

市
、

敦
賀

市
、

小
浜

市
、

大
野

市
、

鯖
江

市
、

越
前

市
、

坂
井

市
、

南
越

前
町

(8
/1

7)

（県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）(

17
/1

7)

22
岐

阜
県

◎
◎

◎
◎

◎

関
市

、
飛

騨
市

(2
/2

1)
岐

阜
市

(1
/1

)
(0

/2
0)

岐
阜

市
、

大
垣

市
、

高
山

市
、

多
治

見
市

、
関

市
、

中
津

川
市

、
美

濃
市

、
瑞

浪
市

、
羽

島
市

、
恵

那
市

、
美

濃
加

茂
市

、
土

岐
市

、
各

務
原

市
、

可
児

市
、

山
県

市
、

瑞
穂

市
、

飛
騨

市
、

本
巣

市
、

郡
上

市
、

下
呂

市
、

海
津

市
(2

1/
21

)

岐
阜

市
、

大
垣

市
、

高
山

市
、

多
治

見
市

、
関

市
、

美
濃

市
、

瑞
浪

市
、

恵
那

市
、

美
濃

加
茂

市
、

土
岐

市
、

各
務

原
市

、
可

児
市

、
瑞

穂
市

、
飛

騨
市

、
本

巣
市

、
郡

上
市

、
下

呂
市

、
海

津
市

(1
8/

21
)

(0
/2

1)
岐

阜
市

、
大

垣
市

、
本

巣
市

、
下

呂
市

(4
/4

2)
岐

阜
市

、
可

児
市

(2
/4

2)

23
愛

知
県

◎
◎

◎
◎

◎

名
古

屋
市

、
豊

橋
市

、
岡

崎
市

、
豊

田
市

、
春

日
井

市
、

豊
川

市
、

碧
南

市
、

刈
谷

市
、

安
城

市
、

蒲
郡

市
、

小
牧

市
、

東
海

市
、

大
府

市
、

知
多

市
、

日
進

市
、

清
須

市
、

北
名

古
屋

市
、

田
原

市
、

常
滑

市
(1

9/
37

)

名
古

屋
市

、
豊

橋
市

、
岡

崎
市

、
豊

田
市

(4
/4

)

半
田

市
(1

/3
3)

名
古

屋
市

、
豊

橋
市

、
岡

崎
市

、
豊

田
市

、
一

宮
市

、
瀬

戸
市

、
半

田
市

、
春

日
井

市
、

豊
川

市
、

津
島

市
、

碧
南

市
、

刈
谷

市
、

安
城

市
、

西
尾

市
、

蒲
郡

市
、

犬
山

市
、

常
滑

市
、

江
南

市
、

小
牧

市
、

稲
沢

市
、

東
海

市
、

大
府

市
、

知
多

市
、

知
立

市
、

尾
張

旭
市

、
高

浜
市

、
岩

倉
市

、
豊

明
市

、
日

進
市

、
田

原
市

、
愛

西
市

、
清

須
市

、
北

名
古

屋
市

、
弥

富
市

、
み

よ
し

市
（3

5/
37

）

名
古

屋
市

、
豊

橋
市

、
岡

崎
市

、
豊

田
市

、
一

宮
市

、
瀬

戸
市

、
半

田
市

、
春

日
井

市
、

豊
川

市
、

津
島

市
、

碧
南

市
、

刈
谷

市
、

安
城

市
、

蒲
郡

市
、

常
滑

市
、

小
牧

市
、

稲
沢

市
、

新
城

市
、

東
海

市
、

大
府

市
、

知
多

市
、

知
立

市
、

尾
張

旭
市

、
高

浜
市

、
岩

倉
市

、
日

進
市

、
田

原
市

、
愛

西
市

、
清

須
市

、
北

名
古

屋
市

、
弥

富
市

、
み

よ
し

市
（3

2/
37

）

名
古

屋
市

、
豊

橋
市

、
岡

崎
市

、
豊

田
市

、
一

宮
市

、
春

日
井

市
、

犬
山

市
、

小
牧

市
、

知
多

市
、

日
進

市
、

田
原

市
、

清
須

市
、

北
名

古
屋

市
（1

3/
37

）

名
古

屋
市

、
豊

橋
市

、
岡

崎
市

、
豊

田
市

、
一

宮
市

、
半

田
市

、
春

日
井

市
、

豊
川

市
、

津
島

市
、

碧
南

市
、

刈
谷

市
、

安
城

市
、

西
尾

市
、

蒲
郡

市
、

犬
山

市
、

常
滑

市
、

江
南

市
、

小
牧

市
、

大
府

市
、

知
多

市
、

知
立

市
、

尾
張

旭
市

、
高

浜
市

、
岩

倉
市

、
豊

明
市

、
日

進
市

、
田

原
市

、
愛

西
市

、
清

須
市

、
北

名
古

屋
市

、
長

久
手

町
、

美
浜

町
、

一
色

町
、

幸
田

町
、

小
坂

井
町

（3
5/

57
）

岡
崎

市
、

半
田

市
、

西
尾

市
、

知
多

市
、

瀬
戸

市
、

春
日

井
市

、
安

城
市

、
蒲

郡
市

、
犬

山
市

、
常

滑
市

、
清

須
市

、
長

久
手

町
（1

2/
57

）

就
業

・自
立

支
援

事
業

自
立

支
援

給
付

金
事

業

母
子

自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
等

事
業

母
子

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業
ひ

と
り

親
家

庭
生

活
支

援
事

業

都
道

府
県

市
　

等

母
子

家
庭

及
び

寡
婦

自
立

促
進

計
画

母
子

家
庭

等
就

業
・

自
立

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

自
立

支
援

給
付

金
事

業
母

子
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

等
事

業

母
子

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業

ひ
と

り
親

家
庭

生
活

支
援

事
業

母
子

家
庭

及
び

寡
婦

自
立

促
進

計
画

関 東 ブ ロ ッ ク 中 部 ブ ロ ッ ク
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自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業

高
等

技
能

訓
練

促
進

費
事

業

母
子

家
庭

等
就

業
・自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業

一
般

市
等

就
業

・自
立

支
援

事
業

自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業
高

等
技

能
訓

練
促

進
費

事
業

中 部

ブ ロ ッ ク

24
三

重
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

(0
/1

4)

－

(0
/1

4)
桑

名
市

、
い

な
べ

市
、

四
日

市
市

、
鈴

鹿
市

、
亀

山
市

、
津

市
、

松
坂

市
、

伊
勢

市
、

志
摩

市
、

尾
鷲

市
、

熊
野

市
、

伊
賀

市
、

名
張

市
(1

3/
14

)

い
な

べ
市

、
桑

名
市

、
四

日
市

市
、

鈴
鹿

市
、

津
市

、
松

阪
市

、
熊

野
市

、
名

張
市

(8
/1

4)

四
日

市
市

、
鈴

鹿
市

、
津

市
、

名
張

市
(4

/1
4)

（県
内

市
在

住
者

分
も

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）

(2
9/

29
)

(0
/2

9)

25
滋

賀
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎

大
津

市
、

湖
南

市
(2

/1
3)

大
津

市
(1

/1
)

(0
/1

2)
大

津
市

、
彦

根
市

、
長

浜
市

、
近

江
八

幡
市

、
草

津
市

、
守

山
市

、
栗

東
市

、
甲

賀
市

、
野

洲
市

、
湖

南
市

、
高

島
市

、
東

近
江

市
、

米
原

市
(1

3/
13

)

大
津

市
、

彦
根

市
、

長
浜

市
、

近
江

八
幡

市
、

草
津

市
、

守
山

市
、

栗
東

市
、

甲
賀

市
、

野
洲

市
、

湖
南

市
、

高
島

市
、

東
近

江
市

、
米

原
市

(1
3/

13
)

大
津

市
、

野
州

市
、

湖
南

市
(3

/1
3)

大
津

市
（大

津
市

以
外

の
市

等
の

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(2

6/
26

)

大
津

市
、

甲
賀

市
、

東
近

江
市

(3
/2

6)

26
京

都
府

◎
◎

◎
◎

◎

京
都

市
、

京
丹

後
市

(2
/1

5)
京

都
市

(1
/1

)
(0

/1
4)

京
都

市
、

福
知

山
市

、
舞

鶴
市

、
綾

部
市

、
宇

治
市

、
宮

津
市

、
亀

岡
市

、
城

陽
市

、
向

日
市

、
長

岡
京

市
、

八
幡

市
、

京
田

辺
市

、
京

丹
後

市
、

南
丹

市
、

木
津

川
市

（1
5/

15
）

京
都

市
、

福
知

山
市

、
舞

鶴
市

、
綾

部
市

、
宇

治
市

、
宮

津
市

、
亀

岡
市

、
城

陽
市

、
向

日
市

、
長

岡
京

市
、

八
幡

市
、

京
田

辺
市

、
京

丹
後

市
、

南
丹

市
、

木
津

川
市

（1
5/

15
）

京
都

市
、

福
知

山
市

、
舞

鶴
市

、
宇

治
市

、
宮

津
市

、
京

丹
後

市
（6

/1
5）

京
都

市
（京

都
市

以
外

の
市

等
時

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

て
实

施
）

(2
6/

26
)

京
都

市
、

舞
鶴

市
、

綾
部

市
、

亀
岡

市
、

南
丹

市
(5

/2
6)

27
大

阪
府

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎

大
阪

市
、

堺
市

、
高

槻
市

、
東

大
阪

市
、

岸
和

田
市

、
豊

中
市

、
池

田
市

、
吹

田
市

、
泉

大
津

市
、

貝
塚

市
、

守
口

市
、

枚
方

市
、

茨
木

市
、

八
尾

市
、

泉
佐

野
市

、
富

田
林

市
、

寝
屋

川
市

、
河

内
長

野
市

、
松

原
市

、
大

東
市

、
和

泉
市

、
箕

面
市

、
柏

原
市

、
羽

曳
野

市
、

門
真

市
、

摂
津

市
、

高
石

市
、

藤
井

寺
市

、
泉

南
市

、
四

條
畷

市
、

交
野

市
、

大
阪

狭
山

市
、

阪
南

市
、

島
本

町
(3

4/
34

)

大
阪

市
、

堺
市

、
高

槻
市

、
東

大
阪

市
（4

/4
）

寝
屋

川
市

、
松

原
市

、
柏

原
市

、
交

野
市

（4
/3

0）

大
阪

市
、

堺
市

、
高

槻
市

、
東

大
阪

市
、

岸
和

田
市

、
豊

中
市

、
池

田
市

、
吹

田
市

、
泉

大
津

市
、

貝
塚

市
、

守
口

市
、

枚
方

市
、

茨
木

市
、

八
尾

市
、

泉
佐

野
市

、
富

田
林

市
、

寝
屋

川
市

、
河

内
長

野
市

、
松

原
市

、
大

東
市

、
和

泉
市

、
箕

面
市

、
柏

原
市

、
羽

曳
野

市
、

門
真

市
、

摂
津

市
、

高
石

市
、

藤
井

寺
市

、
泉

南
市

、
四

條
畷

市
、

交
野

市
、

大
阪

狭
山

市
、

阪
南

市
、

島
本

町
（3

4/
34

）

大
阪

市
、

堺
市

、
高

槻
市

、
東

大
阪

市
、

岸
和

田
市

、
豊

中
市

、
池

田
市

、
吹

田
市

、
泉

大
津

市
、

貝
塚

市
、

枚
方

市
、

茨
木

市
、

八
尾

市
、

泉
佐

野
市

、
富

田
林

市
、

寝
屋

川
市

、
河

内
長

野
市

、
松

原
市

、
大

東
市

、
和

泉
市

、
箕

面
市

、
柏

原
市

、
羽

曳
野

市
、

門
真

市
、

摂
津

市
、

高
石

市
、

藤
井

寺
市

、
泉

南
市

、
四

條
畷

市
、

交
野

市
、

大
阪

狭
山

市
（3

1/
34

）

大
阪

市
、

堺
市

、
高

槻
市

、
東

大
阪

市
、

岸
和

田
市

、
豊

中
市

、
池

田
市

、
吹

田
市

、
泉

大
津

市
、

貝
塚

市
、

枚
方

市
、

八
尾

市
、

富
田

林
市

、
寝

屋
川

市
、

河
内

長
野

市
、

松
原

市
、

箕
面

市
、

柏
原

市
、

羽
曳

野
市

、
藤

井
寺

市
、

泉
南

市
、

四
條

畷
市

、
大

阪
狭

山
市

、
阪

南
市

（2
4/

34
）

大
阪

市
、

堺
市

、
高

槻
市

、
東

大
阪

市
、

泉
大

津
市

、
貝

塚
市

、
枚

方
市

、
茨

木
市

、
八

尾
市

、
河

内
長

野
市

、
摂

津
市

、
藤

井
寺

市
、

四
條

畷
市

、
島

本
町

（大
阪

市
、

堺
市

、
高

槻
市

、
東

大
阪

市
以

外
の

市
等

在
住

者
分

は
府

の
事

業
対

象
者

に
含

め
て

实
施

）(
43

/4
3)

大
阪

市
、

堺
市

、
貝

塚
市

、
枚

方
市

（大
阪

市
、

堺
市

、
高

槻
市

、
東

大
阪

市
以

外
の

市
等

在
住

者
分

は
府

の
事

業
対

象
者

に
含

め
て

实
施

）(
41

/4
3)

28
兵

庫
県

◎
◎

◎
◎

◎

神
戸

市
、

豊
岡

市
、

加
古

川
市

、
高

砂
市

(4
/2

9)

神
戸

市
、

姫
路

市
、

尼
崎

市
（西

宮
市

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

て
实

施
）(

4/
4)

(0
/2

5)
神

戸
市

、
姫

路
市

、
西

宮
市

、
尼

崎
市

､明
石

市
、

洲
本

市
、

芦
屋

市
､伊

丹
市

､
相

生
市

､豊
岡

市
､加

古
川

市
､た

つ
の

市
､赤

穂
市

､西
脇

市
、

宝
塚

市
､三

木
市

､
高

砂
市

､川
西

市
､小

野
市

､
三

田
市

､加
西

市
、

篠
山

市
、

養
父

市
、

丹
波

市
､南

あ
わ

じ
市

、
朝

来
市

、
淡

路
市

、
宍

粟
市

、
加

東
市

(2
9/

29
)

神
戸

市
、

姫
路

市
、

西
宮

市
、

尼
崎

市
､明

石
市

、
洲

本
市

、
芦

屋
市

､伊
丹

市
､

相
生

市
､豊

岡
市

､加
古

川
市

､た
つ

の
市

､赤
穂

市
､西

脇
市

、
宝

塚
市

､三
木

市
､

高
砂

市
､川

西
市

､小
野

市
､

加
西

市
、

篠
山

市
、

丹
波

市
､南

あ
わ

じ
市

、
淡

路
市

、
宍

粟
市

、
加

東
市

(2
6/

29
)

神
戸

市
、

姫
路

市
、

西
宮

市
、

明
石

市
、

芦
屋

市
、

伊
丹

市
、

赤
穂

市
、

高
砂

市
、

川
西

市
、

三
田

市
、

丹
波

市
(1

1/
29

)

神
戸

市
、

姫
路

市
（左

記
の

市
、

西
宮

市
及

び
尼

崎
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
て

实
施

）(
39

/4
1)

尼
崎

市
、

西
宮

市
（左

記
の

市
、

神
戸

市
及

び
姫

路
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
て

实
施

）(
39

/4
1)

29
奈

良
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

橿
原

市
、

桜
井

市
、

御
所

市
、

葛
城

市
(4

/1
3)

奈
良

市
(1

/1
)

(0
/1

2)
奈

良
市

、
大

和
高

田
市

、
大

和
郡

山
市

、
天

理
市

、
橿

原
市

、
桜

井
市

、
五

條
市

、
御

所
市

、
生

駒
市

、
香

芝
市

、
葛

城
市

、
宇

陀
市

(1
2/

13
)

奈
良

市
、

大
和

高
田

市
、

大
和

郡
山

市
、

天
理

市
、

橿
原

市
、

桜
井

市
、

五
條

市
、

御
所

市
、

生
駒

市
、

香
芝

市
、

葛
城

市
、

宇
陀

市
(1

2/
13

)

奈
良

市
、

大
和

高
田

市
、

橿
原

市
、

桜
井

市
、

五
條

市
、

御
所

市
、

生
駒

市
、

香
芝

市
（左

記
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）(

13
/1

3)

奈
良

市
、

河
合

町
、

下
市

町
（左

記
市

等
以

外
の

市
等

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）(
39

/3
9)

河
合

町
(1

/3
9)

30
和

歌
山

県
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

和
歌

山
市

、
有

田
市

、
橋

本
市

、
紀

の
川

市
、

御
坊

市
(5

/9
)

和
歌

山
市

(1
/1

)
海

南
市

(1
/8

)
和

歌
山

市
、

海
南

市
、

橋
本

市
、

有
田

市
、

御
坊

市
、

田
辺

市
、

新
宮

市
、

紀
の

川
市

、
岩

出
市

(9
/9

)

和
歌

山
市

、
海

南
市

、
橋

本
市

、
有

田
市

、
御

坊
市

、
田

辺
市

、
新

宮
市

、
紀

の
川

市
、

岩
出

市
(9

/9
)

和
歌

山
市

、
海

南
市

、
田

辺
市

、
有

田
市

(4
/9

)
和

歌
山

市
（和

歌
山

市
以

外
の

市
等

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(3

0/
30

)

和
歌

山
市

（和
歌

山
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）

(3
0/

30
)

母
子

自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
等

事
業

母
子

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業
ひ

と
り

親
家

庭
生

活
支

援
事

業

自
立

支
援

給
付

金
事

業
母

子
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

等
事

業

母
子

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業

ひ
と

り
親

家
庭

生
活

支
援

事
業

母
子

家
庭

及
び

寡
婦

自
立

促
進

計
画

就
業

・自
立

支
援

事
業

都
道

府
県

市
　

等

母
子

家
庭

及
び

寡
婦

自
立

促
進

計
画

母
子

家
庭

等
就

業
・

自
立

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

自
立

支
援

給
付

金
事

業
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自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業

高
等

技
能

訓
練

促
進

費
事

業

母
子

家
庭

等
就

業
・
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業

一
般

市
等

就
業

・
自

立
支

援
事

業

自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業
高

等
技

能
訓

練
促

進
費

事
業

3
1

鳥
取

県
○

◎
◎

◎
◎

◎

倉
吉

市
(1

/
4
)

-

(0
/
4
)

鳥
取

市
、

倉
吉

市
(2

/
4
)

鳥
取

市
、

米
子

市
、

倉
吉

市
、

境
港

市
(4

/
4
)

（
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(4

/
4
)

（
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(1

9
/
1
9
)

(0
/
1
9
)

3
2

島
根

県
◎

◎

◎
（
県

内
の

全
市

町
村

が
实

施
）

◎
◎

◎

松
江

市
、

益
田

市
、

東
出

雲
市

、
隠

岐
の

島
町

(4
/
2
1
)

-

(0
/
2
1
)

松
江

市
、

浜
田

市
、

出
雲

市
、

益
田

市
、

大
田

市
、

安
芸

市
、

江
津

市
、

雲
南

市
、

東
出

雲
町

、
奥

出
雲

町
、

飯
南

町
、

斐
川

町
、

川
本

町
、

美
郷

町
、

邑
南

町
、

津
和

野
町

、
吉

賀
町

、
海

士
町

、
西

ノ
島

町
、

知
夫

町
、

隠
岐

の
島

町
（
2
1
/
2
1
）

松
江

市
、

浜
田

市
、

出
雲

市
、

益
田

市
、

安
芸

市
、

江
津

市
、

雲
南

市
、

東
出

雲
町

、
奥

出
雲

町
、

飯
南

町
、

斐
川

町
、

川
本

町
、

美
郷

町
、

邑
南

町
、

津
和

野
町

、
吉

賀
町

、
海

士
町

、
西

ノ
島

町
、

知
夫

町
、

隠
岐

の
島

町
（
2
0
/
2
1
）

浜
田

市
、

安
来

市
、

雲
南

市
（
左

記
以

外
の

市
等

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(2

1
/
2
1
)

（
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(2

1
/
2
1
)

（
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(2

1
/
2
1
)

3
3

岡
山

県
◎

◎
◎

◎
◎

◎

岡
山

市
、

倉
敷

市
(2

/
1
7
)

岡
山

市
（
倉

敷
市

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(2

/
2
)

(0
/
1
5
)

岡
山

市
、

倉
敷

市
、

津
山

市
、

総
社

市
、

瀬
戸

内
市

、
美

作
市

(6
/
1
7
)

岡
山

市
、

倉
敷

市
、

瀬
戸

内
市

(3
/
1
7
)

岡
山

市
、

倉
敷

市
、

玉
野

市
、

総
社

市
、

備
前

市
、

瀬
戸

内
市

、
美

作
市

、
(7

/
1
7
)

倉
敷

市
（
岡

山
市

、
倉

敷
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
て

实
施

）
(2

6
/
2
7
)

(0
/
2
7
)

3
4

広
島

県
◎

◎
◎

◎
◎

◎

広
島

市
、

福
山

市
、

呉
市

(3
/
2
2
)

広
島

市
、

福
山

市
(2

/
2
)

(0
/
2
0
)

広
島

市
、

福
山

市
、

呉
市

、
竹

原
市

、
三

原
市

、
尾

道
市

、
府

中
市

、
三

次
市

、
庄

原
市

、
大

竹
市

、
東

広
島

市
、

廿
日

市
市

、
江

田
島

市
、

海
田

町
、

熊
野

町
、

坂
町

、
安

芸
太

田
町

、
北

広
島

町
、

大
崎

上
島

町
、

世
羅

町
、

神
石

高
原

町
(2

1
/
2
2
)

広
島

市
、

福
山

市
、

呉
市

、
竹

原
市

、
三

原
市

、
尾

道
市

、
府

中
市

、
三

次
市

、
庄

原
市

、
大

竹
市

、
東

広
島

市
、

廿
日

市
市

、
海

田
町

、
熊

野
町

、
坂

町
、

安
芸

太
田

町
、

北
広

島
町

、
大

崎
上

島
町

、
世

羅
町

(1
9
/
2
2
)

広
島

市
、

福
山

市
、

三
原

市
、

三
次

市
、

庄
原

市
、

東
広

島
市

、
北

広
島

町
、

大
崎

上
島

町
(8

/
2
2
)

広
島

市
、

三
原

市
、

府
中

市
、

三
次

市
、

坂
町

(5
/
2
3
)

広
島

市
、

呉
市

（
左

記
及

び
福

山
市

 以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）
(2

2
 /

2
3
)

3
5

山
口

県
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

下
関

市
、

長
門

市
(2

/
1
3
)

下
関

市
(1

/
1
)

(0
/
1
2
)

下
関

市
、

宇
部

市
、

山
口

市
、

萩
市

、
防

府
市

、
下

松
市

、
岩

国
市

、
光

市
、

長
門

市
、

柳
井

市
、

美
祢

市
、

周
南

市
、

山
陽

小
野

田
市

(1
3
/
1
3
)

下
関

市
、

宇
部

市
、

山
口

市
、

萩
市

、
防

府
市

、
下

松
市

、
岩

国
市

、
光

市
、

長
門

市
、

柳
井

市
、

美
祢

市
、

周
南

市
、

山
陽

小
野

田
市

(1
3
/
1
3
)

下
関

市
、

宇
部

市
、

山
陽

小
野

田
市

（
左

記
以

外
の

市
等

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(1

3
/
1
3
)

（
下

関
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）
(1

9
/
2
0
）

（
下

関
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）
(1

9
/
2
0
)

3
6

徳
島

県
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

(0
/
8
)

－
(0

/
8
)

徳
島

市
、

鳴
門

市
、

小
松

島
市

，
阿

南
市

、
吉

野
川

市
、

阿
波

市
、

美
馬

市
、

三
好

市
(8

/
8
)

徳
島

市
、

鳴
門

市
、

小
松

島
市

、
阿

南
市

、
吉

野
川

市
、

阿
波

市
、

美
馬

市
、

三
好

市
(8

/
8
)

徳
島

市
、

鳴
門

市
、

小
松

島
市

、
阿

南
市

、
吉

野
川

市
、

阿
波

市
、

美
馬

市
、

三
好

市
(8

/
8
)

（
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(2

4
/
2
4
)

（
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）
(2

4
/
2
4
)

3
7

香
川

県
◎

◎
◎

◎
◎

◎

さ
ぬ

き
市

(1
/
8
)

高
松

市
(1

/
1
)

(0
/
7
)

高
松

市
、

丸
亀

市
、

坂
出

市
、

善
通

寺
市

、
観

音
寺

市
、

さ
ぬ

き
市

、
東

か
が

わ
市

、
三

豊
市

(8
/
8
)

高
松

市
、

丸
亀

市
、

坂
出

市
、

善
通

寺
市

、
観

音
寺

市
、

さ
ぬ

き
市

、
東

か
が

わ
市

、
三

豊
市

(8
/
8
)

高
松

市
、

観
音

寺
市

、
さ

ぬ
き

市
、

東
か

が
わ

市
、

三
豊

市
(5

/
8
)

（
高

松
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）
(1

6
/
1
7
)

(0
/
1
7
)

3
8

愛
媛

県
◎

◎
◎

◎
◎

◎

松
山

市
、

今
治

市
、

宇
和

島
市

、
八

幡
浜

市
、

大
洲

市
、

四
国

中
央

市
、

東
温

市
(7

/
1
1
)

松
山

市
(1

/
1
)

(0
/
1
0
)

松
山

市
、

今
治

市
、

宇
和

島
市

、
八

幡
浜

市
、

新
居

浜
市

、
西

条
市

、
大

洲
市

、
伊

予
市

、
四

国
中

央
市

、
西

予
市

、
東

温
市

(1
1
/
1
1
)

松
山

市
、

今
治

市
、

宇
和

島
市

、
八

幡
浜

市
、

新
居

浜
市

、
西

条
市

、
大

洲
市

、
伊

予
市

、
四

国
中

央
市

、
東

温
市

(1
0
/
1
1
)

松
山

市
、

今
治

市
、

宇
和

島
市

、
八

幡
浜

市
、

新
居

浜
市

、
西

条
市

、
大

洲
市

、
伊

予
市

、
四

国
中

央
市

、
西

予
市

、
東

温
市

(1
1
/
1
1
)

松
山

市
（
松

山
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
て

实
施

）
(2

0
/
2
0
)

松
山

市
(1

/
2
0
)

3
9

高
知

県
◎

◎
◎

◎
◎

(0
/
1
1
)

高
知

市
(1

/
1
)

(0
/
1
0
)

高
知

市
、

室
戸

市
、

安
芸

市
、

南
国

市
、

土
佐

市
、

須
崎

市
、

宿
毛

市
、

土
佐

清
水

市
、

四
万

十
市

、
香

南
市

、
香

美
市

(1
1
/
1
1
)

高
知

市
、

安
芸

市
、

南
国

市
、

土
佐

市
、

須
崎

市
、

宿
毛

市
、

土
佐

清
水

市
、

四
万

十
市

、
香

南
市

、
香

美
市

(1
0
/
1
1
)

高
知

市
(1

/
1
1
)

(0
/
3
4
)

(0
/
3
4
)

九 州 ブ ロ ッ ク
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0

福
岡

県
◎

◎
◎

◎
◎

福
岡

市
、

北
九

州
市

、
宗

像
市

、
筑

紫
野

市
(4

/
2
8
)

福
岡

市
、

北
九

州
市

、
久

留
米

市
(3

/
3
)

(0
/
2
5
)

福
岡

市
、

北
九

州
市

、
久

留
米

市
、

直
方

市
、

飯
塚

市
、

田
川

市
、

柳
川

市
、

八
女

市
、

筑
後

市
、

大
川

市
、

行
橋

市
、

中
間

市
、

小
郡

市
、

筑
紫

野
市

、
春

日
市

、
大

野
城

市
、

宗
像

市
、

太
宰

府
市

、
糸

島
市

、
古

賀
市

、
福

津
市

、
う

き
は

市
、

宮
若

市
、

嘉
麻

市
、

朝
倉

市
（
2
5
/
2
8
）

福
岡

市
、

北
九

州
市

、
久

留
米

市
、

大
牟

田
市

、
直

方
市

、
飯

塚
市

、
田

川
市

、
柳

川
市

、
八

女
市

、
筑

後
市

、
大

川
市

、
行

橋
市

、
豊

前
市

、
中

間
市

、
小

郡
市

、
筑

紫
野

市
、

春
日

市
、

大
野

城
市

、
宗

像
市

、
太

宰
府

市
、

糸
島

市
、

古
賀

市
、

福
津

市
、

う
き

は
市

、
宮

若
市

、
嘉

麻
市

、
朝

倉
市

、
み

や
ま

市
（
2
8
/
2
8
）

福
岡

市
、

北
九

州
市

、
久

留
米

市
、

直
方

市
、

飯
塚

市
、

田
川

市
、

行
橋

市
、

福
津

市
、

宮
若

市
、

嘉
麻

市
、

朝
倉

市
（
1
1
/
2
8
）

福
岡

市
、

北
九

州
市

、
飯

塚
市

、
田

川
市

、
柳

川
市

、
小

郡
市

、
春

日
市

、
大

野
城

市
、

宗
像

市
、

糸
島

市
、

古
賀

市
、

福
津

市
、

う
き

は
市

、
那

珂
川

町
、

篠
栗

町
、

志
免

町
、

芦
屋

町
、

水
巻

町
、

岡
垣

町
、

遠
賀

町
、

川
崎

町
（
2
1
/
6
0
）

福
岡

市
、

太
宰

府
市

(2
/
6
0
)

母
子

自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
等

事
業

母
子

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業

ひ
と

り
親

家
庭

生
活

支
援

事
業

母
子

家
庭

及
び

寡
婦

自
立

促
進

計
画

就
業

・
自

立
支

援
事

業
自

立
支

援
給

付
金

事
業

母
子

自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
等

事
業

母
子

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業
ひ

と
り

親
家

庭
生

活
支

援
事

業

都
道

府
県

市
　

等

母
子

家
庭

及
び

寡
婦

自
立

促
進

計
画

母
子

家
庭

等
就

業
・

自
立

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

自
立

支
援

給
付

金
事

業
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自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業

高
等

技
能

訓
練

促
進

費
事

業

母
子

家
庭

等
就

業
・自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業

一
般

市
等

就
業

・自
立

支
援

事
業

自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業
高

等
技

能
訓

練
促

進
費

事
業

41
佐

賀
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎

佐
賀

市
(1

/1
0)

－

佐
賀

市
(1

/1
0)

佐
賀

市
、

唐
津

市
、

鳥
栖

市
、

多
久

市
、

伊
万

里
市

、
武

雄
市

、
鹿

島
市

、
小

城
市

、
嬉

野
市

、
神

埼
市

(1
0

/1
0)

佐
賀

市
、

唐
津

市
、

鳥
栖

市
、

多
久

市
、

伊
万

里
市

、
武

雄
市

、
鹿

島
市

、
小

城
市

、
嬉

野
市

、
神

埼
市

(1
0

/1
0)

佐
賀

市
、

伊
万

里
市

、
嬉

野
市

（左
記

以
外

の
市

在
住

者
分

は
県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）(
10

/1
0)

（県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）(

20
/2

0)
（県

の
事

業
対

象
に

含
め

实
施

）(
20

/2
0)

42
長

崎
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎

長
崎

市
、

五
島

市
(2

/1
3)

長
崎

市
(1

/1
)

(0
/1

2)
長

崎
市

、
佐

世
保

市
、

島
原

市
、

諫
早

市
、

大
村

市
、

平
戸

市
、

松
浦

市
、

対
馬

市
、

壱
岐

市
、

五
島

市
、

西
海

市
、

雲
仙

市
、

南
島

原
市

(1
3/

13
)

長
崎

市
、

佐
世

保
市

、
島

原
市

、
諫

早
市

、
大

村
市

、
平

戸
市

、
松

浦
市

、
対

馬
市

、
壱

岐
市

、
西

海
市

、
雲

仙
市

、
南

島
原

市
(1

2/
13

)

長
崎

市
、

佐
世

保
市

、
島

原
市

、
諫

早
市

、
大

村
市

、
松

浦
市

、
五

島
市

、
西

海
市

、
雲

仙
市

、
南

島
原

市
(1

0/
13

)

長
崎

市
（長

崎
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）

(2
3/

23
)

（県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）(

23
/2

3)

43
熊

本
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

熊
本

市
(1

/1
4)

熊
本

市
(1

/1
)

(0
/1

3)
熊

本
市

、
八

代
市

、
人

吉
市

、
荒

尾
市

、
水

俣
市

、
玉

名
市

、
天

草
市

、
山

鹿
市

、
宇

土
市

、
宇

城
市

、
阿

蘇
市

、
合

志
市

(1
2/

14
)

熊
本

市
、

八
代

市
、

人
吉

市
、

荒
尾

市
、

水
俣

市
、

玉
名

市
、

天
草

市
、

山
鹿

市
、

菊
池

市
、

宇
土

市
、

上
天

草
市

、
宇

城
市

、
阿

蘇
市

、
合

志
市

(1
4/

14
)

熊
本

市
、

人
吉

市
、

水
俣

市
、

玉
名

市
、

天
草

市
、

山
鹿

市
  
 (
6/

14
)

熊
本

市
、

八
代

市
、

人
吉

市
、

水
俣

市
、

山
鹿

市
、

菊
池

市
、

宇
土

市
、

上
天

草
市

、
宇

城
市

、
合

志
市

、
天

草
市

、
菊

陽
町

、
氷

川
町

、
津

奈
木

町
、

鏡
町

(1
5/

47
)

熊
本

市
（熊

本
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）

(4
7/

47
)

44
大

分
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

大
分

市
(1

/1
4)

大
分

市
（県

と
共

同
实

施
）(

1/
1)

(0
/1

3)
大

分
市

、
別

府
市

、
中

津
市

、
日

田
市

、
佐

伯
市

、
臼

杵
市

、
豊

後
高

田
市

、
宇

佐
市

、
豊

後
大

野
市

、
由

布
市

、
国

東
市

(1
1/

14
)

大
分

市
、

別
府

市
、

中
津

市
、

日
田

市
、

佐
伯

市
、

臼
杵

市
、

豊
後

高
田

市
、

宇
佐

市
、

由
布

市
(9

/1
4)

大
分

市
（1

/1
4）

大
分

市
（大

分
市

在
住

者
も

含
め

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）(

18
/1

8)

中
津

市
、

佐
伯

市
、

竹
田

市
、

豊
後

高
田

市
(4

/1
8)

45
宮

崎
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

(0
/9

)
宮

崎
市

(1
/1

)
(0

/8
)

宮
崎

市
（宮

崎
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
て

实
施

）
(9

/9
)

宮
崎

市
（宮

崎
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
て

实
施

）
(9

/9
)

宮
崎

市
(1

/9
)

宮
崎

市
（宮

崎
市

以
外

の
市

等
）在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
て

实
施

）
(2

8/
28

)

宮
崎

市
(1

/2
8)

46
鹿

児
島

県
◎

◎
◎

◎
◎

◎

鹿
児

島
市

、
出

水
市

、
日

置
市

、
阿

久
根

市
(4

/2
1)

鹿
児

島
市

(1
/1

)
(0

/2
0)

鹿
児

島
市

、
鹿

屋
市

、
枕

崎
市

、
阿

久
根

市
、

出
水

市
、

指
宿

市
、

薩
摩

川
内

市
、

日
置

市
、

曽
於

市
、

霧
島

市
、

い
ち

き
串

木
野

市
、

南
さ

つ
ま

市
、

志
布

志
市

、
奄

美
市

、
南

九
州

市
、

伊
佐

市
、

長
島

町
(1

7/
21

)

鹿
児

島
市

、
鹿

屋
市

、
枕

崎
市

、
阿

久
根

市
、

出
水

市
、

指
宿

市
、

薩
摩

川
内

市
、

日
置

市
、

曽
於

市
、

霧
島

市
、

い
ち

き
串

木
野

市
、

南
さ

つ
ま

市
、

志
布

志
市

、
奄

美
市

、
南

九
州

市
、

伊
佐

市
、

長
島

町
(1

7/
21

)

鹿
児

島
市

（鹿
児

島
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
て

实
施

）(
21

/2
1)

鹿
児

島
市

(鹿
児

島
市

以
外

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
て

实
施

)
(4

3/
43

)

鹿
児

島
市

(1
/4

3)

47
沖

縄
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎

那
覇

市
、

宜
野

湾
市

、
浦

添
市

、
豊

見
城

市
(4

/1
1)

－

那
覇

市
、

浦
添

市
(2

/1
1)

那
覇

市
、

う
る

ま
市

、
宜

野
湾

市
、

宮
古

島
市

、
石

垣
市

、
浦

添
市

、
名

護
市

、
糸

満
市

、
沖

縄
市

、
豊

見
城

市
、

南
城

市
(1

1/
11

)

那
覇

市
、

う
る

ま
市

、
宜

野
湾

市
、

浦
添

市
、

名
護

市
(5

/1
1)

那
覇

市
、

沖
縄

市
(2

/1
1)

（一
部

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）(

29
/4

1)

（一
部

の
市

等
在

住
者

分
は

県
の

事
業

対
象

に
含

め
实

施
）(

29
/4

1)

継
続

し
て

实
施

（◎
）

44
47

47
46

42
30

24

平
成

２
１

年
度

中
に

实
施

（○
）

1
0

0
0

0
0

0

实
施

予
定

な
し

2
0

0
1

5
17

23

＜
都

道
府

県
を

含
む

实
施

状
況

＞

母
子

家
庭

等
就

業
・自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業

一
般

市
等

就
業

・自
立

支
援

事
業

自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業
高

等
技

能
訓

練
促

進
費

事
業

自
立

支
援

給
付

金
事

業

母
子

自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
等

事
業

母
子

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業
ひ

と
り

親
家

庭
生

活
支

援
事

業
母

子
家

庭
及

び
寡

婦
自

立
促

進
計

画

平
成

２
１

年
度

实
施

状
況

２
５

０
／

８
８

３
（２

８
．

３
％

）
１

０
６

／
１

０
６

（１
０
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①　母子福祉資金

【都道府県】 【指定都市、中核市】

計 過年度 現年度 計 過年度 現年度
1 北海道 28.6 4.3 75.6 48 札幌市 26.7 7.5 67.8
2 青森県 52.1 10.8 86.0 49 仙台市 21.5 5.4 69.6
3 岩手県 63.0 15.7 88.9 50 さいたま市 57.9 12.9 91.7
4 宮城県 51.6 12.9 80.3 51 千葉市 47.2 5.7 83.2
5 秋田県 58.6 10.6 87.9 52 横浜市 26.5 3.4 74.2
6 山形県 47.0 11.6 84.3 53 川崎市 23.6 3.5 70.6
7 福島県 52.8 18.8 80.8 54 新潟市 37.6 2.3 82.5
8 茨城県 51.7 11.0 90.0 55 静岡市 45.7 4.6 83.8
9 栃木県 39.4 9.3 72.1 56 浜松市 64.4 19.4 91.5
10 群馬県 47.7 11.4 87.3 57 名古屋市 40.4 7.1 85.7
11 埼玉県 56.5 10.2 82.8 58 京都市 21.7 4.1 66.4
12 千葉県 47.4 12.0 72.1 59 大阪市 25.5 8.5 61.9
13 東京都 25.6 8.3 64.7 60 堺市 36.5 9.2 76.8
14 神奈川県 25.0 5.4 72.4 61 神戸市 31.9 7.8 84.2
15 新潟県 49.9 6.8 91.3 62 岡山市 34.0 5.6 76.0
16 富山県 41.5 9.4 85.3 63 広島市 46.0 7.8 85.0
17 石川県 54.2 5.7 90.5 64 北九州市 42.2 9.7 84.4
18 福井県 48.4 8.1 89.1 65 福岡市 17.8 2.2 70.4

19 山梨県 37.9 8.1 81.0 29.1 5.0 76.2

20 長野県 55.2 7.9 88.6 66 旭川市 25.5 5.5 69.8
21 岐阜県 64.2 13.9 89.8 67 函館市 17.9 3.8 69.4
22 静岡県 47.1 6.0 86.6 68 青森市 65.2 14.2 87.9
23 愛知県 62.7 10.1 90.8 69 盛岡市 40.6 6.6 76.8
24 三重県 33.2 6.2 80.3 70 秋田市 52.1 6.1 83.0
25 滋賀県 67.8 7.2 91.4 71 郡山市 39.7 9.8 81.3
26 京都府 50.7 8.3 88.9 72 いわき市 47.3 94.5 79.2
27 大阪府 38.3 6.6 86.4 73 宇都宮市 36.9 6.1 82.9
28 兵庫県 55.9 12.6 91.2 74 前橋市 45.5 9.6 82.4
29 奈良県 38.0 8.5 79.7 75 川越市 79.9 13.4 95.5
30 和歌山県 70.9 9.9 96.1 76 船橋市 53.2 11.3 85.0
31 鳥取県 56.7 17.6 90.4 77 柏市 56.6 2.9 88.2
32 島根県 43.8 7.7 83.5 78 横須賀市 24.6 7.5 69.3
33 岡山県 46.6 9.8 88.0 79 相模原市 27.8 4.2 70.0
34 広島県 55.3 11.1 89.5 80 富山市 49.3 8.9 94.4
35 山口県 32.3 5.9 82.7 81 金沢市 45.5 3.2 89.2
36 徳島県 39.7 5.2 85.6 82 長野市 41.2 11.9 81.9
37 香川県 62.2 16.6 89.7 83 岐阜市 44.0 2.7 85.9
38 愛媛県 45.8 3.1 84.6 84 豊橋市 64.3 12.3 87.2
39 高知県 63.7 7.4 92.4 85 豊田市 47.4 12.8 82.6
40 福岡県 39.1 9.8 81.3 86 岡崎市 57.6 5.7 90.7
41 佐賀県 41.6 12.0 82.0 87 大津市 77.9 30.8 93.4
42 長崎県 40.2 13.0 76.2 88 高槻市 32.9 4.0 81.5
43 熊本県 64.4 14.0 90.9 89 東大阪市 36.3 1.9 81.0
44 大分県 44.5 12.3 82.5 90 姫路市 47.5 7.1 90.5
45 宮崎県 45.9 14.7 83.0 91 西宮市 41.3 7.5 88.6
46 鹿児島県 43.3 12.9 85.7 92 尼崎市 36.2 3.0 87.3
47 沖縄県 33.4 10.8 77.1 93 奈良市 34.1 10.3 70.9

37.6 8.4 79.1 94 和歌山市 48.5 7.8 86.0

95 倉敷市 49.8 12.4 81.2
96 福山市 39.4 10.0 83.7
97 下関市 39.2 7.3 81.4
98 高松市 36.9 7.8 84.2
99 松山市 45.7 12.2 76.5
100 高知市 52.4 11.8 91.9
101 久留米市 41.5 11.7 80.9
102 長崎市 48.9 17.3 79.0
103 熊本市 39.1 10.8 78.9
104 大分市 41.9 11.9 82.4
105 宮崎市 28.9 8.8 81.0
106 鹿児島市 17.3 3.3 67.0

35.6 7.1 79.5

34.8 7.6 77.7

都道府県計

中核市計

合計

母子寡婦福祉貸付金償還率（平成２１年度）

区分
平成21年度(%)

区分
平成21年度(%)

指定都市計

（資料34）
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②　寡婦福祉資金

【都道府県】 【指定都市、中核市】

計 過年度 現年度 計 過年度 現年度
1 北海道 41.4 4.3 84.7 48 札幌市 37.0 12.0 75.4
2 青森県 40.7 10.3 92.5 49 仙台市 18.7 6.1 71.8
3 岩手県 59.6 25.5 87.0 50 さいたま市 85.4 24.1 97.9
4 宮城県 49.9 11.4 81.8 51 千葉市 54.3 2.7 90.0
5 秋田県 53.6 14.1 87.4 52 横浜市 27.2 3.5 78.5
6 山形県 55.5 13.7 89.7 53 川崎市 25.0 4.6 79.7
7 福島県 50.9 19.9 77.9 54 新潟市 60.6 13.8 93.3
8 茨城県 46.7 9.2 92.3 55 静岡市 45.2 3.7 87.7
9 栃木県 33.3 6.7 70.4 56 浜松市 64.5 10.4 91.0
10 群馬県 44.3 6.2 97.5 57 名古屋市 48.0 5.5 92.7
11 埼玉県 61.1 15.4 81.2 58 京都市 26.1 3.9 80.9
12 千葉県 54.0 13.5 85.8 59 大阪市 25.2 7.2 62.7
13 東京都 0.0 0.0 0.0 60 堺市 41.1 8.1 83.6
14 神奈川県 29.4 8.4 78.2 61 神戸市 21.5 5.2 83.8
15 新潟県 33.7 2.8 88.3 62 岡山市 14.3 1.5 86.2

富山県 29.7 5.2 76.8 63 広島市 46.1 6.2 88.3
17 石川県 39.8 4.4 78.8 64 北九州市 46.9 9.5 82.0
18 福井県 41.7 11.9 95.5 65 福岡市 19.2 2.4 75.1

19 山梨県 23.3 3.5 85.4 33.6 5.3 83.0

20 長野県 45.3 3.8 86.1 66 旭川市 45.9 8.3 88.5
21 岐阜県 47.5 2.6 76.4 67 函館市 14.6 0.6 77.1
22 静岡県 33.3 5.7 79.7 68 青森市 88.4 25.0 94.7
23 愛知県 82.7 13.1 96.3 69 盛岡市 32.7 5.3 72.1
24 三重県 29.8 5.9 79.2 70 秋田市 73.9 10.1 93.6
25 滋賀県 66.4 7.6 94.6 71 郡山市 44.2 8.9 97.6
26 京都府 32.9 6.8 89.0 72 いわき市 44.1 12.9 69.2
27 大阪府 49.8 6.4 92.3 73 宇都宮市 23.0 3.4 97.6
28 兵庫県 38.5 11.2 92.6 74 前橋市 38.1 6.9 94.5
29 奈良県 24.8 3.5 93.8 75 川越市 77.4 7.7 96.1
30 和歌山県 47.5 18.9 97.3 76 船橋市 55.5 21.0 85.5
31 鳥取県 47.0 13.0 95.2 77 柏市 39.1 0.5 98.5
32 島根県 41.0 5.0 92.4 78 横須賀市 23.3 6.1 63.9
33 岡山県 20.5 2.7 83.3 79 相模原市 30.9 14.2 66.4
34 広島県 35.2 4.9 87.0 80 富山市 21.3 4.7 100.0
35 山口県 24.2 3.2 90.4 81 金沢市 33.1 6.6 91.9
36 徳島県 26.0 4.2 88.2 82 長野市 60.0 2.4 98.3
37 香川県 44.9 11.0 90.2 83 岐阜市 30.0 1.5 91.6
38 愛媛県 35.0 2.2 88.3 84 豊橋市 100.0 0.0 100.0
39 高知県 62.4 9.6 88.1 85 豊田市 100.0 100.0 100.0
40 福岡県 45.5 10.5 92.4 86 岡崎市 100.0 0.0 100.0
41 佐賀県 38.8 7.4 85.2 87 大津市 47.3 24.9 91.5
42 長崎県 20.5 5.1 72.8 88 高槻市 36.8 1.8 86.2
43 熊本県 73.5 2.4 97.0 89 東大阪市 46.6 2.8 90.4
44 大分県 28.4 18.7 70.3 90 姫路市 52.6 13.8 98.4
45 宮崎県 48.7 10.7 89.6 91 西宮市 26.1 0.6 83.0
46 鹿児島県 35.7 9.6 91.4 92 尼崎市 80.0 9.3 98.1
47 沖縄県 39.8 11.9 84.1 93 奈良市 32.1 7.8 77.9

39.7 7.5 86.6 94 和歌山市 49.9 3.0 96.3

95 倉敷市 17.0 1.6 86.2
96 福山市 30.8 3.0 87.2
97 下関市 42.7 20.7 85.2
98 高松市 16.1 3.0 99.0
99 松山市 26.6 7.0 80.6
100 高知市 43.0 8.0 95.7
101 久留米市 44.1 18.7 86.9
102 長崎市 34.6 4.4 84.7
103 熊本市 51.7 16.2 95.6
104 大分市 11.1 5.3 42.2
105 宮崎市 17.3 3.6 92.0
106 鹿児島市 18.7 3.1 78.0

33.1 6.1 86.2

36.6 7.0 84.3

中核市計

合計

都道府県計

　

区分
平成21年度(%)

区分
平成21年度(%)

指定都市計
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保
護
（民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
へ
の
委
託
を
含
む
）

同
伴
児
童
へ
の
対
応

婦
人
保
護
施
設
へ
の
入
所

等

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

職
業
相
談
か
ら
就
業
支
援
講
習
会
の
実
施
、
就
業
情
報
提
供
等

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

特
に
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
・マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る

子
育
て
女
性
な
ど
に
対
す
る
就
職
支
援

児
童
相
談
所

心
理
的
虐
待
等
を
受
け
た
子
ど
も
へ
の
心
理
的
ケ
ア
、
子
育
て
相
談
等

連 携 ・ 協 力

婦
人
保
護

施
設

生
活
支
援

心
理
的
ケ
ア

自
立
支
援

母
子
生
活

支
援
施
設

生
活
支
援

子
育
て
支
援

心
理
的
ケ
ア

自
立
支
援

他
省
庁
等

関
係
機
関

警
察

裁
判
所

公
営
住
宅

窓
口

等

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー

厚
生

労
働
行

政
に

お
け
る
Ｄ
Ｖ

被
害

者
の
自
立

支
援

の
取

組
（資料36）
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○
婦
人
相
談
所
及
び
婦
人
相
談
員
に
お
け
る
夫
等
か
ら
の
暴
力
の
相
談
件
数
は
年
々
増
加
。

2
7
,
1
8
3

2
4
,
8
7
9

2
3
,
7
5
8

2
2
,
3
1
5

2
1
,
1
2
5

2
0
,
1
1
9

1
3
,
0
7
1

1
9
,
1
0
2

1
7
,
6
1
1

H
1
3
年
度

H
1
4
年
度

H
1
5
年
度

H
1
6
年
度

H
1
7
年
度

H
1
8
年
度

H
1
9
年
度

H
2
0
年
度

H
2
1
年
度

05
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
5
,0
0
0

2
0
,0
0
0

2
5
,0
0
0

3
0
,0
0
0

夫
等
か
ら
の
暴
力
の
相
談
件
数
及
び
相
談
全
体
に
占
め
る
割
合
（来

所
相
談
）

（
人
数
）

※
（
）内

は
、
相
談
全
体
に
占
め
る
夫
等
か
ら
の
暴
力
の
割
合
。

(２
８
．
３
%
)

(１
９
．
２
%
)

(２
４
．
２
%
)

(２
５
．
６
%
)

婦
人
相
談
所
及
び
婦
人
相
談
員
に
よ
る
相
談
件
数
の
推
移

（
厚
生
労
働
省
家
庭
福
祉
課
調
べ
）

(２
８
．
９
％
)

(２
９
．
６
％
)

（
３
０
．
７
％
）

（３
１
．
３
％
）

(３
２
．
６
％
)

Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
の
相
談
・保

護
等
の
状
況

（資料37）

277



○
婦
人
相
談
所
に
よ
り
一
時
保
護
さ
れ
た
女
性
及
び
同
伴
家
族
の
数
を
み
る
と
、
平
成
１
３
年
度

か
ら
平
成
１
６
年
度
に
か
け
て
増
加
し
、
そ
の
後
は
微
増
減
の
傾
向
。

○
主
訴
別
内
訳
を
み
る
と
、
「
夫
等
か
ら
の
暴
力
」
を
入
所
理
由
と
す
る
も
の
の
割
合
が
６
割
～
７
割
。

○
平
均
一
時
保
護
日
数
は
１
４
．
７
日
（
平
成
２
１
年
度
）

婦
人
相
談
所
に
よ
る
一
時
保
護
件
数
の
推
移

（
件
数
）

7
,9
0
8

1
0
,9
0
3

1
1
,4
7
6

5
5
.5

％

同
伴
家
族

一
時
保
護
さ
れ
た
女
性

（
う
ち
夫
等
か
ら
の
暴
力
を
理
由
と
す
る
者
）

6
9
.3

％

1
2
,0
5
9

6
6
.6

％
6
3
.5

％
（注

1）

注
1）
夫
等
か
ら
の
暴
力
を
入
所
理
由
と
す
る
者
の
割
合
。

4
,
8
2
3

6
,
2
6
1

6
,
4
4
7

6
,
5
4
1

(2
,6
8
0
)

(3
,9
7
4
)

(4
,2
9
6

)
(4
,5
3
5
)

1
1
,8
3
7

6
8
.
8
%

6
,
4
4
9

(4
,4
38
)

6
,
3
5
9

(4
,5
65
)

71
.8
%

1
1
,7
3
4

1
2
,
0
0
7

6
,
4
7
8

（
4
,5
49

）

7
0.
2%

1
2
,
1
4
5

6
,
6
1
3

（
4
,
6
6
6）

70
.6
%

1
2
,
1
6
0

6
,
6
2
5

（
4,
68
1）

70
.7

%
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○
平
成
１
４
年
度
に
一
時
保
護
委
託
制
度
を
創
設
。

○
委
託
契
約
施
設
数
は
年
々
増
加
し
、
平
成
２
２
年
４
月
１
日
現
在
で
２
８
４
施
設
。

○
平
成
２
１
年
度
に
お
け
る
一
時
保
護
委
託
人
数
は
、
Ｄ
Ｖ
ケ
ー
ス
以
外
を
含
め
て
、
４
，
１
０
３
人
。

(女
性
本
人
1
,9
0
5
人
、
同
伴
家
族
2
,1
9
8
人
)で
あ
る
。

○
D
V
ケ
ー
ス
以
外
を
含
め
て
、
女
性
本
人
の
平
均
在
所
日
数
１
４
．
２
日
と
な
っ
て
い
る
。

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
一
時
保
護
委
託
の
状
況

(注
１
)

母
子
生
活
支
援
施
設
を
除
く
。

(注
２
)
（

）
内
は
、
平
成
21
年
4月
1日

現
在

施
設

区
分

母
子
生
活

支
援
施
設

民
間
団
体

児
童
福
祉

施
設

(注
１
)

婦
人
保
護

施
設

老
人
福

祉
施
設

身
体
障
害

者
施
設

知
的

障
害

者
施

設
保
護
施
設

そ
の
他

合
計

か
所

数 (
注

２
)

１
０
４

（
９
９
）

９
９

（
８
６
）

２
５

（
２
５
）

２
１

（
２
０
）

７

（
４
）

７

（
９
）

１
３

（
９
）

６

（
６
）

２
（
３
）

２
８
４

（
２
６
１
）

Ｄ
Ｖ
法
第
３
条
第
４
項
に
基
づ
く
一
時
保
護
の
委
託
契
約
施
設
数
（
平

成
22
年
4月
1
日
現
在
）
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（平成２２年度国庫補助金・負担金交付申請ベース）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ

休日夜間
電話相談

事業

暴力被害
者保護支
援ネット
ワーク

担当職員
研修

専門通訳
者養成研
修事業

法的対応
機能強化

事業

婦人保護
施設退所
者自立生
活援助事

業

外国人婦
女子緊急
一時保護

経費

広域措置

心理担当
職員配置
（一時保
護所）

心理担当
職員配置
（婦人保
護施設）

夜間警備
体制（一
時保護
所）

夜間警備
体制（婦
人保護施

設）

同伴児童
の対応等
を行う職
員の配置
（一時保
護所）

同伴児童
の対応等
を行う職
員の配置
（婦人保
護施設）

1 北海道 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

2 青　森 ◎ ◎ ◎ なし ◎ ◎ ◎ なし なし なし

3 岩　手 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎×１ ◎ ◎ ◎

4 宮　城 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

5 秋　田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

6 山　形 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

7 福　島 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8 茨　城 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

9 栃　木 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

10 群　馬 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

11 埼　玉 ◎ ◎
○

(他の事業で
実施）

◎ ◎ ◎
（一保と
兼務）

◎ ◎ ◎×2

12 千　葉 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎(常勤) ◎ ◎

13 東　京 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎×５ ◎ ◎ ◎ ◎×5 ◎ ◎×5 ◎×2 ◎×7

14 神奈川 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎×１ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

15 新　潟 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

16 富　山 ◎ ◎ ◎ なし ◎ なし ◎ なし なし

17 石　川 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

18 福　井 ◎

19 山　梨 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

20 長　野 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

21 岐　阜 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

22 静　岡 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

23 愛　知 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

24 三　重 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

25 滋　賀 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

26 京　都 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27 大　阪 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎×２ ◎ ◎ ◎ ◎(常勤) ◎ ◎×3 ◎ ◎×2

28 兵　庫 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

29 奈　良 ◎ ◎ ◎ なし ◎ ◎ なし ◎ なし ◎ なし

30 和歌山 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

31 鳥　取 ◎ ◎ ◎ ◎ なし ◎ ◎ ◎ なし なし ◎ なし

32 島　根 ◎ ◎ ◎ ◎ なし ◎ ◎ ◎ なし ◎ なし なし

33 岡　山 ◎ ◎ ◎ なし ◎ ◎ ◎ なし なし なし

34 広　島 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

35 山　口 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

36 徳　島 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

37 香　川 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

38 愛　媛 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

39 高　知 ◎ ◎ ◎ なし ◎ ◎ ◎ なし ◎ なし なし

40 福　岡 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎×2

41 佐　賀 ◎ ◎

42 長　崎 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

43 熊　本 ◎ ◎ ◎ ◎ なし ◎ ◎ ◎ なし ◎ なし なし

44 大　分 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

45 宮　崎 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

46 鹿児島 ◎ ◎ ◎ ◎

47 沖　縄 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

38 42 43 4 30 10 35 37 33(33人) 5(9人) 32 22 14(16人) 3(10人)

49施設中 49施設中 49施設中 49施設中
（注１）「◎」が国庫補助金交付(申請)県、「○」が単独事業実施県
（注２）事業区分Ｆ、Ｊ、Ｌ、Ｎの「なし」は、婦人保護施設がない県。

ＤＶ関連事業の都道府県別実施状況

事業区分

合　計

（資料38）
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（
１

）
国

の
行

う
研

修
の

充
実

強
化

＜
新

規
＞

①
婦

人
相

談
所

職
員

の
専

門
性

の
体

系
化

・
標

準
化

「
女

性
相

談
・

支
援

の
手

引
き

（
仮

）
」

の
策

定
②

研
修

実
施

機
関

を
確

保
(国

立
保

健
医

療
科

学
院

)
③

婦
人

相
談

所
等

指
導

的
職

員
研

修
の

実
施

対
象

：
婦

人
相

談
所

等
の

指
導

的
立

場
に

あ
る

職
員

期
間

：
2

泊
3

日
程

度
主

な
研

修
内

容
（

案
）

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

自
立

促
進

計
画

策
定

・
関

係
機

関
連

携
の

強
化

・
心

理
的

ケ
ア

・
同

伴
児

童
ケ

ア
の

充
実

（
２

）
全

国
婦

人
相

談
所

長
・

主
管

係
長

会
議

の
開

催
(年

1
回

)
①

婦
人

保
護

事
業

に
必

要
な

行
政

情
報

の
伝

達
②

関
係

省
庁

に
よ

る
関

連
行

政
情

報
の

伝
達

③
先

進
的

自
治

体
取

組
例

な
ど

の
情

報
提

供
④

広
域

措
置

等
全

国
的

課
題

の
検

討
等

※
全

国
婦

人
相

談
所

長
・

主
管

係
長

研
究

協
議

会
を

衣
替

え

（
３

）
研

修
等

実
施

の
た

め
の

補
助

（
既

存
）

（
児

童
虐

待
・

D
V

対
策

統
合

補
助

金
）

①
D

V
相

談
担

当
職

員
研

修
事

業
②

D
V

被
害

者
保

護
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業

（
１

）
国

が
実

施
す

る
研

修
・

会
議

へ
の

職
員

派
遣

①
指

導
的

立
場

に
あ

る
職

員
の

養
成

②
研

修
・

会
議

等
の

内
容

の
伝

達
・

共
有

（
２

）
都

道
府

県
内

の
研

修
の

充
実

国
が

実
施

す
る

研
修

を
受

講
し

た
指

導
的

立
場

に
あ

る
職

員
が

講
師

と
な

り
、

都
道

府
県

内
の

婦
人

保
護

事
業

に
従

事
す

る
職

員
等

へ
の

研
修

を
実

施

①
婦

人
相

談
所

内
研

修
の

充
実

②
婦

人
相

談
員

・
婦

人
保

護
施

設
職

員
を

対
象

と
し

た
研

修
の

実
施

③
関

係
機

関
を

対
象

と
し

た
研

修
の

実
施

・
福

祉
事

務
所

・
母

子
自

立
支

援
員

・
家

庭
相

談
員

・
Ｄ

Ｖ
相

談
員

等
を

対
象

と
し

た
専

門
研

修
・

市
町

村
支

援
（

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ズ
や

市
町

村
職

員
研

修
等

へ
の

講
師

派
遣

等
）

・
関

係
機

関
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
（

N
W

会
議

/
研

修
の

実
施

）

＜
国

＞
＜

都
道

府
県

＞

婦
人

相
談

所
等

職
員

の
研

修
体

制
の

整
備

（資料39）
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婦人相談所等における人身取引被害者への対応

○ 相談や支援における適切な母語通訳の確保
○ 母国の文化を尊重した日常生活場面での支援
○ 医師の診察や医療費の補助等による健康支援
○ 必要に応じて弁護士等による法的対応支援
○ 心理療法担当職員によるカウンセリング等の心理的ケア
※ 被害者の立場に立ち、適切に保護を行うには、警察、入国管理局、大使館
ＩＯＭ（国際移住機関）等の関係機関との緊密な連携が欠かせない。

○ 保護した被害者はすべて女性で合計275人。うち269人は婦人相談所が担当。
その他の6人は児童相談所が担当（平成17年度5人・18年度1人）。

○ フィリピン人・インドネシア人・タイ人の合計で全体の87％。
○ 保護に至る相談経路の95％は警察もしくは入国管理局。
○ 18歳未満は計15人。最年少は15歳。平均年齢24.8歳。

１ 婦人相談所等における保護の状況

２ 被害者に対する支援

○年度別保護実績（合計275人）
平成13年度 1人（ﾀｲ1人）
平成14年度 2人（ﾀｲ2人）
平成15年度 6人（ﾀｲ3人・ﾌｨﾘﾋﾟﾝ人3人）
平成16年度 24人（ﾀｲ15人・台湾4人・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ3人・韓国1人・ｺﾛﾝﾋﾞｱ1人）
平成17年度 117人（ﾌｨﾘﾋﾟﾝ64人・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ40人・台湾6人・ﾀｲ4人・中国2人・韓国1人）
平成18年度 36人（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ17人・ﾌｨﾘﾋﾟﾝ12人・ﾀｲ4人・台湾2人・韓国1人）
平成19年度 36人（ﾌｨﾘﾋﾟﾝ19人・韓国5人・ﾀｲ5人・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ4人･ﾙｰﾏﾆｱ1人・台湾2人）
平成20年度 39人（ﾀｲ人22人･ﾌｨﾘﾋﾟﾝ11人･台湾3人･中国2人･ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ1人）
平成21年度 14人（ﾀｲ人4人･ﾌｨﾘﾋﾟﾝ7人･中国2人・台湾1人 ）

○都道府県別保護実績（合計275人）
愛知県 55人 長野県 33人 千葉県 30人 東京都 **28人 栃木県 24人
秋田県 18人 島根県 14人 岐阜県 13人 広島県 *9人 鳥取県 9人
群馬県 9人 神奈川県 8人 大阪府 7人 福岡県 7人 茨城県 7人
兵庫県 4人 徳島県 3人 熊本県 2人
新潟県・静岡県・大分県・鹿児島県・沖縄県 各1人
*6人が島根県より移管のため合計には算入せず
**3人が群馬県より移管、1人が長野県からの保護依頼のため合計に算入せず

○一時保護委託実績（275人のうち91人）
平成17年4月1日～平成22年3月31日までに91人の一時保護委託を実施
内訳 婦人保護施設 *35人・母子生活支援施設32人・民間シェルター24人

児童自立援助ホーム1人
*うち1人は2回目の委託のため合計には算入せず

○平均保護日数 ３３．６日

厚生労働省雇用均等・児童家庭局（平成22年3月31日現在）

（資料40）
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⇒
内
外
か
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
人
身
取
引
を
取
り
巻
く
情
勢
に
真
摯
に
対
応
す
る
必
要

人
身
取
引
対
策
行
動
計
画
２
０
０
９
の
概
要

現
行
計
画
（平
成
16
年
12
月
策
定
）

在
留
資
格
「興
行
」に
係
る
上
陸
許
可
基
準
の
見
直
し
、
人
身
売
買
罪
の
創
設
、
取
締
り
の
徹
底
、
被
害
者
へ
の
在
留
特
別
許
可
の
付
与
を
可
能
と
す
る
入
管
法
の
改
正

等
各
種
施
策
を
着
実
に
実
施

⇒
我
が
国
の
人
身
取
引
対
策
は
大
き
く
前
進
（人
身
取
引
事
犯
の
減
少
、
適
切
な
被
害
者
保
護
等
）

国
内
情
勢

被
害
者
の
在
留
資
格
に
つ
い
て
、
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」の
割
合
が
増
加

す
る
な
ど
、
人
身
取
引
手
口
が
巧
妙
化
・潜
在
化
し
て
い
る
と
の
指
摘

国
際
的
な
関
心
の
高
さ

国
連
特
別
報
告
者
の
見
解

「日
本
が
多
く
の
人
身
取
引
被
害
者
の
目
的
地
国
と
な
っ
て
い
る
」

人
身
取
引
の
実
態
把
握
の
徹
底

総
合
的
・
包
括
的
な
人
身
取
引
対
策

１
人
身
取
引
の
防
止

（１
）
潜
在
的
被
害
者
の
入
国
防
止

○
出
入
国
管
理
の
強
化

○
偽
変
造
文
書
対
策
の
強
化

（２
）
在
留
管
理
の
徹
底
を
通
じ
た
人
身
取
引
の
防
止

○
厳
格
な
在
留
管
理
に
よ
る
偽
装
滞
在
・不
法
滞
在
を
伴
う
人
身
取
引
事
犯

の
防
止

○
不
法
就
労
対
策
を
通
じ
た
人
身
取
引
の
防
止
（※
）

２
人
身
取
引
の
撲
滅

（１
）
取
締
り
の
徹
底

○
人
身
取
引
事
犯
の
取
締
り
の
徹
底

○
売
春
事
犯
等
の
取
締
り
の
徹
底

○
児
童
の
性
的
搾
取
に
対
す
る
厳
正
な
対
応

○
悪
質
な
雇
用
主
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
の
取
締
り
の
徹
底
（※
）

（２
）
国
境
を
越
え
た
犯
罪
の
取
締
り

○
外
国
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

○
国
際
捜
査
共
助
の
充
実
化

３
人
身
取
引
被
害
者
の
保
護

（１
）
被
害
者
の
認
知

○
潜
在
的
被
害
者
に
対
す
る
被
害
者
保
護
施
策
の
周
知

○
取
締
り
過
程
に
お
け
る
被
害
者
の
発
見
（※
）

（２
）
被
害
者
保
護
の
徹
底

○
被
害
者
と
し
て
の
立
場
へ
の
配
慮

○
被
害
者
の
法
的
地
位
の
安
定

（
３
）
シ
ェ
ル
タ
ー
の
提
供
と
支
援

○
婦
人
相
談
所
に
お
け
る
母
国
語
に
よ
る
通
訳
サ
ー
ビ
ス

○
被
害
者
に
対
す
る
法
的
援
助
に
関
す
る
周
知
等

（４
）
被
害
者
保
護
施
策
の
更
な
る
充
実

○
中
長
期
的
な
保
護
施
策
に
関
す
る
検
討
等

○
男
性
被
害
者
等
の
保
護
施
策
に
関
す
る
検
討

（５
）
帰
国
支
援
の
推
進

○
被
害
者
の
帰
国
に
際
し
て
の
安
全
確
認
の
実
施

４
人
身
取
引
対
策
の
総
合
的
・
包
括
的
推
進
の
た
め
の
基
盤
整
備

（１
）
国
際
的
取
組
へ
の
参
画

○
人
身
取
引
議
定
書
の
締
結

（２
）
国
民
等
の
理
解
と
協
力
の
確
保

○
人
身
取
引
に
関
連
す
る
行
為
を
規
制
す
る
法
令
の
遵
守
の
促
進
等

○
性
的
搾
取
の
需
要
側
へ
の
啓
発

（３
）
人
身
取
引
対
策
の
推
進
体
制
の
強
化

○
関
係
行
政
機
関
職
員
の
知
識
・
意
識
の
向
上

○
関
係
行
政
機
関
の
連
携
強
化
・
情
報
交
換
の
推
進

○
外
国
人
施
策
の
推
進
・
検
討
の
た
め
の
枠
組
み
と
の
連
携

注
：赤
字
は
、
新
規
に
講
ず
る
施
策
。
※
に
つ
い
て
は
、
現
行
計
画
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
内
容
の
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
。

（資料41）
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04
01
01
1

04
01
01
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03
31
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03
31
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04
23
00
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04
23
00
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04
23
00
5

04
23
00
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34
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34
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29
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05
30
00
6

05
30
00
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00
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04
06
00
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04
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0
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0
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別
　

表
別

　
表

３
基

準
額

４
対

象
経

費
５

補
助

率
３

基
準

額
４

対
象

経
費

５
補

助
率

１
　

母
子

家
庭

等
就

業
・
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
１

　
母

子
家

庭
等

就
業

・
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業

（
１

）
　

就
業

支
援

事
業

（
１

）
　

就
業

支
援

事
業

ア
　

週
５

日
以

下
の

実
施

の
場

合
6
,7

0
9
,0

0
0
円

ア
　

週
５

日
以

下
の

実
施

の
場

合
6
,7

0
5
,0

0
0
円

イ
　

週
６

日
実

施
の

場
合

8
,0

1
0
,0

0
0
円

イ
　

週
６

日
実

施
の

場
合

8
,0

0
6
,0

0
0
円

ウ
　

週
７

日
実

施
の

場
合

9
,3

1
0
,0

0
0
円

ウ
　

週
７

日
実

施
の

場
合

9
,3

0
6
,0

0
0
円

（
２

）
　

就
業

支
援

講
習

会
等

事
業

（
２

）
　

就
業

支
援

講
習

会
等

事
業

１
セ

ン
タ

ー
当

た
り

　
8
,8

4
2
,0

0
0
円

１
セ

ン
タ

ー
当

た
り

　
8
,5

4
1
,0

0
0
円

（
３

）
　

就
業

情
報

提
供

事
業

（
３

）
　

就
業

情
報

提
供

事
業

１
セ

ン
タ

ー
当

た
り

　
2
,5

7
5
,0

0
0
円

１
セ

ン
タ

ー
当

た
り

　
2
,5

7
5
,0

0
0
円

（
４

）
　

在
宅

就
業

推
進

事
業

（
４

）
　

在
宅

就
業

推
進

事
業

１
セ

ン
タ

ー
当

た
り

　
2
,0

0
0
,0

0
0
円

１
セ

ン
タ

ー
当

た
り

　
2
,0

0
0
,0

0
0
円

（
５

）
　

母
子

家
庭

等
地

域
生

活
支

援
事

業
（
５

）
　

母
子

家
庭

等
地

域
生

活
支

援
事

業

ア
　

週
５

日
実

施
の

開
所

の
場

合
3
,4

9
7
,0

0
0
円

ア
　

週
５

日
実

施
の

開
所

の
場

合
3
,4

9
7
,0

0
0
円

イ
　

週
６

日
実

施
の

場
合

3
,9

1
1
,0

0
0
円

イ
　

週
６

日
実

施
の

場
合

3
,9

1
1
,0

0
0
円

ウ
　

週
７

日
実

施
の

場
合

4
,3

2
4
,0

0
0
円

ウ
　

週
７

日
実

施
の

場
合

4
,3

2
4
,0

0
0
円

（
６

）
　

母
子

家
庭

等
就

業
・
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
（
６

）
　

母
子

家
庭

等
就

業
・
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー

　
　

指
導

職
員

養
成

セ
ミ
ナ

ー
事

業
　

　
指

導
職

員
養

成
セ

ミ
ナ

ー
事

業

１
ブ

ロ
ッ

ク
当

た
り

1
,0

8
2
,0

0
0
円

１
ブ

ロ
ッ

ク
当

た
り

1
,0

8
2
,0

0
0
円

　
次

に
よ

り
算

出
さ

れ
た

額
の

合
計

額




　
次

に
よ

り
算

出
さ

れ
た

額
の

合
計

額




２
　

一
般

市
等

就
業

・
自

立
支

援
事

業
２

　
一

般
市

等
就

業
・
自

立
支

援
事

業

１
市

又
は

１
福

祉
事

務
所

設
置

町
村

当
た

り
　

2
,0

0
0
,0

0
0
円

１
市

又
は

１
福

祉
事

務
所

設
置

町
村

当
た

り
　

2
,0

0
0
,0

0
0
円

旧

１
区

分
２

種
目

１
／

２
　

母
子

家
庭

等
就

業
・
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
の

実
施

に
必

要
な

報
酬

､共
済

費
、

報
償

費
、

賃
金

、
旅

費
、

需
用

費
（
食

糧
費

、
印

刷
製

本
費

、
消

耗
品

費
)､

役
務

費
（
通

信
運

搬
費

）
、

委
託

料
、

使
用

料
及

び
賃

借
料

、
備

品
購

入
費

母
子

家
庭

等
就

業
・
自

立
支

援
事

業

新

１
／

２

１
区

分
２

種
目

母
子

家
庭

等
対

策
総

合
支

援
事

業

母
子

家
庭

等
就

業
・
自

立
支

援
事

業

　
次

に
よ

り
算

出
さ

れ
た

額
の

合
計

額
。

な
お

、
(1

)～
(3

)及
び

(5
)の

各
事

業
に

つ
い

て
は

、
事

業
毎

の
金

額
に

、
事

業
の

実
施

数
に

応
じ

次
の

率
を

乗
し

て
得

ら
れ

た
額

の
合

計
額

・
１

事
業

又
は

２
事

業
を

実
施

し
て

い
る

場
合

　
０

．
９

・
３

事
業

を
実

施
し

て
い

る
場

合
　

　
　

　
　

　
　

　
０

．
９

５
・
４

事
業

を
実

施
し

て
い

る
場

合
　

　
　

　
　

　
　

　
１

．
０

　
母

子
家

庭
等

就
業

・
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
の

実
施

に
必

要
な

報
酬

､共
済

費
、

報
償

費
、

賃
金

、
旅

費
、

需
用

費
（
食

糧
費

、
印

刷
製

本
費

、
消

耗
品

費
)､

役
務

費
（
通

信
運

搬
費

）
、

委
託

料
、

使
用

料
及

び
賃

借
料

、
備

品
購

入
費

１
セ

ン
タ

ー
当

た
り

、
事

業
の

週
当

た
り

実
施

日
数

に
応

じ
以

下
の

ア
～

ウ
に

定
め

る
金

額

１
セ

ン
タ

ー
当

た
り

、
事

業
の

週
当

た
り

実
施

日
数

に
応

じ
以

下
の

ア
～

ウ
に

定
め

る
金

額

　
次

に
よ

り
算

出
さ

れ
た

額
の

合
計

額
。

な
お

、
(1

)～
(3

)及
び

(5
)の

各
事

業
に

つ
い

て
は

、
事

業
毎

の
金

額
に

、
事

業
の

実
施

数
に

応
じ

次
の

率
を

乗
し

て
得

ら
れ

た
額

の
合

計
額

・
１

事
業

又
は

２
事

業
を

実
施

し
て

い
る

場
合

　
０

．
９

・
３

事
業

を
実

施
し

て
い

る
場

合
　

　
　

　
　

　
　

　
０

．
９

５
・
４

事
業

を
実

施
し

て
い

る
場

合
　

　
　

　
　

　
　

　
１

．
０

　
一

般
市

等
就

業
・

自
立

支
援

事
業

の
実

施
に

必
要

な
報

酬
､共

済
費

、
報

償
費

、
賃

金
、

旅
費

、
需

用
費

（
食

糧
費

、
印

刷
製

本
費

、
消

耗
品

費
)､

役
務

費
（
通

信
運

搬
費

）
、

委
託

料
、

使
用

料
及

び
賃

借
料

、
備

品
購

入
費

１
／

２
　

一
般

市
等

就
業

・
自

立
支

援
事

業
の

実
施

に
必

要
な

報
酬

､共
済

費
、

報
償

費
、

賃
金

、
旅

費
、

需
用

費
（
食

糧
費

、
印

刷
製

本
費

、
消

耗
品

費
)､

役
務

費
（
通

信
運

搬
費

）
、

委
託

料
、

使
用

料
及

び
賃

借
料

、
備

品
購

入
費

母
子

家
庭

等
対

策
総

合
支

援
事

業

１
／

２

１
セ

ン
タ

ー
当

た
り

、
事

業
の

週
当

た
り

実
施

日
数

に
応

じ
以

下
の

ア
～

ウ
に

定
め

る
金

額

１
セ

ン
タ

ー
当

た
り

、
事

業
の

週
当

た
り

実
施

日
数

に
応

じ
以

下
の

ア
～

ウ
に

定
め

る
金

額
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旧
新

次
に

よ
り

算
出

し
た

額
の

合
計

額
次

に
よ

り
算

出
し

た
額

の
合

計
額

１
　

事
務

費
分

１
　

事
務

費
分

１
か

所
当

た
り

　
1
,6

0
2
,0

0
0
円

１
か

所
当

た
り

　
1
,2

0
4
,0

0
0
円

２
　

派
遣

手
当

分
２

　
派

遣
手

当
分

（
１

）
子

育
て

支
援

（
１

）
子

育
て

支
援

（
ア

）
児

童
１

人
の

場
合

（
ア

）
児

童
１

人
の

場
合

7
4
0
円

×
延

活
動

単
位

数
7
4
0
円

×
延

活
動

単
位

数

（
イ

）
児

童
２

人
の

場
合

（
イ

）
児

童
２

人
の

場
合

7
4
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

1
.5

7
4
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

1
.5

（
ウ

）
児

童
３

人
の

場
合

（
ウ

）
児

童
３

人
の

場
合

7
4
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

２
7
4
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

２

（
エ

）
児

童
４

人
の

場
合

（
エ

）
児

童
４

人
の

場
合

7
4
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

2
.5

7
4
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

2
.5

（
オ

）
児

童
５

人
の

場
合

（
オ

）
児

童
５

人
の

場
合

7
4
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

3
7
4
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

3

イ
講

習
会

会
場

等
イ

講
習

会
会

場
等

1
,1

1
0
円

×
延

活
動

単
位

数
1
,1

1
0
円

×
延

活
動

単
位

数

（
ア

）
児

童
１

人
の

場
合

（
ア

）
児

童
１

人
の

場
合

9
2
0
円

×
延

活
動

単
位

数
9
2
0
円

×
延

活
動

単
位

数

（
イ

）
児

童
２

人
の

場
合

（
イ

）
児

童
２

人
の

場
合

9
2
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

1
.5

9
2
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

1
.5

（
ウ

）
児

童
３

人
の

場
合

（
ウ

）
児

童
３

人
の

場
合

9
2
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

２
9
2
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

２

（
エ

）
児

童
４

人
の

場
合

（
エ

）
児

童
４

人
の

場
合

9
2
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

2
.5

9
2
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

2
.5

ア

２
／

３

　
母

子
家

庭
等

日
常

生
活

支
援

事
業

の
実

施
に

必
要

な
報

酬
、

賃
金

、
報

償
費

、
旅

費
、

需
用

費
（

印
刷

製
本

費
）

、
役

務
費

（
通

信
運

搬
費

）
、

委
託

料

１
／

２

市
町

村
が

行
う

事
業

に
対

し
て

都
道

府
県

が
補

助
す

る
場

合

母
子

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業

ウ

深
夜

、
早

朝
以

外
の

通
常

勤
務

時
間

(9
:0

0
～

1
8
:0
0
)

な
お

、
講

習
会

会
場

、
そ

の
ほ

か
適

切
な

施
設

に
て

子
育

て
支

援
を

す
る

場
合

に
つ

い
て

は
、

次
の

イ
の

単
価

と
す

る
。

　
母

子
家

庭
等

日
常

生
活

支
援

事
業

の
実

施
に

必
要

な
報

酬
、

賃
金

、
報

償
費

、
旅

費
、

需
用

費
（

印
刷

製
本

費
）

、
役

務
費

（
通

信
運

搬
費

）
、

委
託

料

１
／

２

早
朝

、
深

夜
等

（
1
8
:0

0
～

翌
日

9
:0

0
）

な
お

、
宿

泊
す

る
場

合
に

つ
い

て
は

、
宿

泊
分

（
2
2

時
～

翌
5
時

）
の

時
間

に
つ

い
て

は
次

の
エ

の
単

位
と

す
る

。

深
夜

、
早

朝
以

外
の

通
常

勤
務

時
間

(9
:0

0
～

1
8
:0
0
)

な
お

、
講

習
会

会
場

、
そ

の
ほ

か
適

切
な

施
設

に
て

子
育

て
支

援
を

す
る

場
合

に
つ

い
て

は
、

次
の

イ
の

単
価

と
す

る
。

ウア

母
子

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業

早
朝

、
深

夜
等

（
1
8
:0

0
～

翌
日

9
:0

0
）

な
お

、
宿

泊
す

る
場

合
に

つ
い

て
は

、
宿

泊
分

（
2
2

時
～

翌
5
時

）
の

時
間

に
つ

い
て

は
次

の
エ

の
単

位
と

す
る

。

市
町

村
が

行
う

事
業

に
対

し
て

都
道

府
県

が
補

助
す

る
場

合

２
／

３
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旧
新

（
オ

）
児

童
５

人
の

場
合

（
オ

）
児

童
５

人
の

場
合

9
2
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

3
9
2
0
円

×
延

活
動

単
位

数
×

3

エ
宿

泊
分

エ
宿

泊
分

3
,6

8
0
円

×
延

児
童

数
3
,6

8
0
円

×
延

児
童

数

オ
移

動
時

間
オ

移
動

時
間

1
,5

3
0
円

×
延

活
動

単
位

数
1
,5

3
0
円

×
延

活
動

単
位

数

（
ア

）
3
0
分

未
満

は
、

0
単

位
（
ア

）
3
0
分

未
満

は
、

0
単

位

（
イ

）
3
0
分

以
上

1
時

間
未

満
は

、
0
.5

単
位

（
イ

）
3
0
分

以
上

1
時

間
未

満
は

、
0
.5

単
位

（
ウ

）
1
時

間
以

上
は

1
単

位
（
ウ

）
1
時

間
以

上
は

1
単

位

（
２

）
生

活
援

助
（
２

）
生

活
援

助

ア
深

夜
、

早
朝

以
外

の
通

常
勤

務
時

間
（
9
:0

0
～

1
8
:0

0
）

ア
深

夜
、

早
朝

以
外

の
通

常
勤

務
時

間
（
9
:0

0
～

1
8
:0

0
）

　
1
,5

3
0
円

×
延

活
動

単
位

数
　

1
,5

3
0
円

×
延

活
動

単
位

数

イ
早

朝
、

深
夜

等
（
1
8
:0

0
～

翌
日

9
:0

0
）

イ
早

朝
、

深
夜

等
（
1
8
:0

0
～

翌
日

9
:0

0
）

　
1
,9

1
0
円

×
延

活
動

単
位

数
　

1
,9

1
0
円

×
延

活
動

単
位

数

ウ
移

動
時

間
ウ

移
動

時
間

　
1
,5

3
0
円

×
延

活
動

単
位

数
　

1
,5

3
0
円

×
延

活
動

単
位

数

（
ア

）
3
0
分

未
満

は
、

0
単

位
（
ア

）
3
0
分

未
満

は
、

0
単

位

（
イ

）
3
0
分

以
上

1
時

間
未

満
は

、
0
.5

単
位

（
イ

）
3
0
分

以
上

1
時

間
未

満
は

、
0
.5

単
位

（
ウ

）
1
時

間
以

上
は

1
単

位
（
ウ

）
1
時

間
以

上
は

1
単

位

移
動

時
間

に
つ

い
て

は
、

訪
問

先
か

ら
次

の
派

遣
先

に
移

動
す

る
場

合
に

つ
い

て
、

次
の

よ
う

に
活

動
単

位
数

を
換

算
し

、
1
,5

3
0
円

を
乗

じ
て

得
た

額
と

す
る

。

移
動

時
間

に
つ

い
て

は
、

訪
問

先
か

ら
次

の
派

遣
先

に
移

動
す

る
場

合
に

つ
い

て
、

次
の

よ
う

に
活

動
単

位
数

を
換

算
し

、
1
,5

3
0
円

を
乗

じ
て

得
た

額
と

す
る

。

移
動

時
間

に
つ

い
て

は
、

訪
問

先
か

ら
次

の
派

遣
先

に
移

動
す

る
場

合
に

つ
い

て
、

次
の

よ
う

に
活

動
単

位
数

を
換

算
し

、
1
,5

3
0
円

を
乗

じ
て

得
た

額
と

す
る

。

移
動

時
間

に
つ

い
て

は
、

訪
問

先
か

ら
次

の
派

遣
先

に
移

動
す

る
場

合
に

つ
い

て
、

次
の

よ
う

に
活

動
単

位
数

を
換

算
し

、
1
,5

3
0
円

を
乗

じ
て

得
た

額
と

す
る

。
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旧
新

次
に

よ
り

算
出

し
た

額
の

合
計

額
次

に
よ

り
算

出
し

た
額

の
合

計
額

１
　

ひ
と

り
親

家
庭

相
談

支
援

事
業

１
　

ひ
と

り
親

家
庭

相
談

支
援

事
業

4
,6

3
2
,0

0
0
円

4
,6

3
2
,0

0
0
円

２
　

生
活

支
援

講
習

会
事

業
２

　
生

活
支

援
講

習
会

事
業

1
7
8
,0

0
0
円

×
講

座
開

催
回

数
1
6
2
,0

0
0
円

×
講

座
開

催
回

数

３
　

児
童

訪
問

援
助

事
業

３
　

児
童

訪
問

援
助

事
業

（
１

）
１

回
の

訪
問

が
１

日
場

合
（
１

）
１

回
の

訪
問

が
１

日
場

合

7
,6

6
0
円

×
訪

問
延

回
数

7
,6

6
0
円

×
訪

問
延

回
数

（
２

）
１

回
の

訪
問

が
半

日
の

場
合

（
２

）
１

回
の

訪
問

が
半

日
の

場
合

4
,9

1
0
円

×
訪

問
延

回
数

4
,9

1
0
円

×
訪

問
延

回
数

４
　

ひ
と

り
親

家
庭

情
報

交
換

事
業

４
　

ひ
と

り
親

家
庭

情
報

交
換

事
業

１
か

所
当

た
り

　
2
3
9
,0

0
0
円

１
か

所
当

た
り

　
2
1
3
,0

0
0
円

次
に

よ
り

算
出

し
た

額
の

合
計

額
次

に
よ

り
算

出
し

た
額

の
合

計
額

１
　

自
立

支
援

教
育

訓
練

給
付

金
事

業
１

　
自

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

事
業

教
育

訓
練

経
費

の
2
0
％

相
当

額
教

育
訓

練
経

費
の

2
0
％

相
当

額

（
4
,0

0
1
円

以
上

1
0
0
,0

0
0
円

以
下

）
（
4
,0

0
1
円

以
上

1
0
0
,0

0
0
円

以
下

）

 ひ
と

り
親

家
庭

生
活

支
援

事
業

の
実

施
に

必
要

な
報

酬
、

賃
金

、
報

償
費

、
旅

費
､

需
用

費
（
食

糧
費

、
消

耗
品

費
）
、

役
務

費
(通

信
運

搬
費

)、
委

託
料

、
使

用
料

及
び

賃
借

料

１
／

２

市
町

村
が

行
う

事
業

に
対

し
て

都
道

府
県

が
補

助
す

る
場

合

２
／

３

市
町

村
が

行
う

事
業

に
対

し
て

都
道

府
県

が
補

助
す

る
場

合

ひ
と

り
親

家
庭

生
活

支
援

事
業

母
子

家
庭

自
立

支
援

給
付

金
事

業

母
子

家
庭

自
立

支
援

給
付

金
事

業
の

実
施

に
必

要
な

負
担

金
､補

助
及

び
交

付
金

、
扶

助
費

３
／

４
母

子
家

庭
自

立
支

援
給

付
金

事
業

母
子

家
庭

自
立

支
援

給
付

金
事

業
の

実
施

に
必

要
な

負
担

金
､補

助
及

び
交

付
金

、
扶

助
費

 ひ
と

り
親

家
庭

生
活

支
援

事
業

の
実

施
に

必
要

な
報

酬
、

賃
金

、
報

償
費

、
旅

費
､

需
用

費
（
食

糧
費

、
消

耗
品

費
）
、

役
務

費
(通

信
運

搬
費

)、
委

託
料

、
使

用
料

及
び

賃
借

料

３
／

４

ひ
と

り
親

家
庭

生
活

支
援

事
業

１
／

２

２
／

３
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旧
新

２
　

高
等

技
能

訓
練

促
進

費
等

事
業

２
　

高
等

技
能

訓
練

促
進

費
等

事
業

ア
　

平
成

1
9
年

度
以

前
に

修
業

を
開

始
し

た
者

ア
　

平
成

1
9
年

度
以

前
に

修
業

を
開

始
し

た
者

　
　

　
　

1
4
1
,0

0
0
円

×
支

給
延

月
数

　
　

　
　

1
4
1
,0

0
0
円

×
支

給
延

月
数

イ
　

平
成

2
0
年

度
以

後
に

修
業

を
開

始
し

た
者

イ
　

平
成

2
0
年

度
以

後
に

修
業

を
開

始
し

た
者

　
（
ア

）
　

市
町

村
民

税
非

課
税

世
帯

に
属

す
る

者
　

（
ア

）
　

市
町

村
民

税
非

課
税

世
帯

に
属

す
る

者

　
　

　
　

　
1
4
1
,0

0
0
円

×
支

給
延

月
数

　
　

　
　

　
1
4
1
,0

0
0
円

×
支

給
延

月
数

　
（
イ

）
　

市
町

村
民

税
課

税
世

帯
に

属
す

る
者

　
（
イ

）
　

市
町

村
民

税
課

税
世

帯
に

属
す

る
者

　
　

　
　

　
7
0
,5

0
0
円

×
支

給
延

月
数

　
　

　
　

　
7
0
,5

0
0
円

×
支

給
延

月
数

ア
　

市
町

村
民

税
非

課
税

世
帯

に
属

す
る

者
ア

　
市

町
村

民
税

非
課

税
世

帯
に

属
す

る
者

 5
0
,0

0
0
円

×
支

給
件

数
 5

0
,0

0
0
円

×
支

給
件

数

イ
　

ア
以

外
の

者
イ

　
ア

以
外

の
者

 2
5
,0

0
0
円

×
支

給
件

数
 2

5
,0

0
0
円

×
支

給
件

数

次
に

よ
り

算
出

し
た

額
の

合
計

額
次

に
よ

り
算

出
し

た
額

の
合

計
額

１
　

母
子

自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
事

業
１

　
母

子
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

事
業

１
プ

ロ
グ

ラ
ム

当
た

り
　

2
0
,0

0
0
円

１
プ

ロ
グ

ラ
ム

当
た

り
　

2
0
,0

0
0
円

２
　

就
職

準
備

支
援

コ
ー

ス
事

業
２

　
就

職
準

備
支

援
コ

ー
ス

事
業

１
人

１
か

月
当

た
り

　
3
0
,0

0
0
円

（
３

か
月

を
上

限
）

１
人

１
か

月
当

た
り

　
3
0
,0

0
0
円

（
３

か
月

を
上

限
）

別
紙

様
式

第
１

～
第

５
　

　
略

別
紙

様
式

第
１

～
第

５
　

　
略

（
１

）
高

等
技

能
訓

練
促

進
費

(母
子

及
び

寡
婦

福
祉

法
施

行
令

（
昭

和
3
9
年

政
令

第
2
2
4
号

。
以

下
「
令

」
と

い
う

。
）
第

3
0
条

に
基

づ
く

高
等

職
業

訓
練

促
進

給
付

金
）

（
１

）
高

等
技

能
訓

練
促

進
費

(母
子

及
び

寡
婦

福
祉

法
施

行
令

（
昭

和
3
9
年

政
令

第
2
2
4
号

。
以

下
「
令

」
と

い
う

。
）
第

3
0
条

に
基

づ
く

高
等

職
業

訓
練

促
進

給
付

金
）

（
２

）
入

学
支

援
修

了
一

時
金

(令
第

3
0
条

の
2
に

基
づ

く
高

等 　
　

職
業

訓
練

修
了

支
援

給
付

金
）

母
子

自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
等

事
業

1
0
／

1
0

　
母

子
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

等
事

業
に

必
要

な
報

酬
、

報
償

費
、

賃
金

、
旅

費
、

需
用

費
（
消

耗
品

費
、

燃
料

費
、

印
刷

製
本

費
）
、

役
務

費
（
通

信
運

搬
費

）
、

委
託

料
、

共
済

費

1
0
／

1
0

母
子

自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
等

事
業

　
母

子
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

等
事

業
に

必
要

な
報

酬
、

報
償

費
、

賃
金

、
旅

費
、

需
用

費
（
消

耗
品

費
、

燃
料

費
、

印
刷

製
本

費
）
、

役
務

費
（
通

信
運

搬
費

）
、

委
託

料
、

共
済

費

（
２

）
入

学
支

援
修

了
一

時
金

(令
第

3
0
条

の
2
に

基
づ

く
高

等 　
　

職
業

訓
練

修
了

支
援

給
付

金
）
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